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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

第33回日本職業・環境アレルギー学会の開催にあたって

本学会は、1970 年の第1［司から第23 回までの職業アレルギー研究会と1993 年の第1 回から第

９回までの日本職業アレルギー学会を受け継いで、職業性のアレルゲン物質だけでなく、広 く

環境中のアレルゲンによって引き起こされる職業環境アレルギー性疾患の臨床的研究並びに基

礎的研究に興味を持つ日本の大学・医療機関・研究機関における臨床医や基礎研究者の全国学

会として、今年から日本職業・環境アレルギー学会と名前を改めました。回数は通算33 回と

なりますが、日本職業・環境アレルギー学会としては最初の学会です。

このような節目の時に、第33 回日本職業・環境アレルギー学会を当地横浜にて開催させ て

頂くこととなり、大変光栄に存じます。化学物質とアレルギーの関係は、皮膚科領域では接 触

アレルギーによるカブレや中毒性の刺激反応としてよく知られてい ますが、今日では、こうし

た問題に加えて、新建材由来のホルマリン等の化学物質によるとされるシックハウス症候群、

アスピリン・その他の消炎鎮痛剤・防腐剤・タートラジンによるアスピリン不耐症、動物実験

で観察される金属やホルマリンによる免疫アレルギー反応に対する賦活作用等が明らかとな

り、さらに最近のアレルギー疾患の増加には今日の環境中における夥しいばかりの化学物質の

関与が指摘されています。

そこで、本学会では、「アレルギー（様）疾患の発症を化学物 質の作用から考える」をテー

マとして、「環境ホルモン（内分泌攬乱物質）と免疫アレルギー」、「シックハウス症候群、化

学物質過敏症」、「ＮＳＡＩＤsで増悪するアレルギー疾患」の３つのシンポジウムを企画し、特別

講演にお招きしたソウル国立医科大学のＨｅｅ ＣｈｕI Eｕｎ皮膚科教授には「アレルギー性皮膚疾患

における職業環境要因」を、大阪大学大学院の森本兼昼社会環境医学教授には「ライフスタイ

ルと免疫アレルギー反応」を、北里研究所の坂部貢臨床環境医学センター部長には「化学物質

過敏症の診断・治療の現状と問題点」の３つをそれぞれお願いしてあります。少々盛り沢山と

なり、討論時間がいつもより短くなりましたが、今回も例年のように活発な御討論をお願い致

します。また同じフロアにいくつか商品展示コーナーを設け ましたので、情報交換の場として

ご利用頂ければと思い ます。

さて、学会会場があるナビオス横浜は、い ま若者にとても人気のある「みなとみらい地区」

の新しいショッピングセンター「ワールドポーターズ」の隣にあり、最寄りの駅の桜木町駅か

ら「汽車道」を歩いて行くコースはミナト横浜らしい面影と振り返るとランドマークタワーや

クイーンズスクエアの高層ビルと観覧車が目の前に聳えなかなか素敵です。皆様のお越しをお

待ちしております。また本学会の開催に際し、本学術大会の趣旨に御賛同下さり、多大なご協

力ご支援を賜りました関係各位の皆様に対し、この場を借りて心から厚く御礼申し上げます。

2002 年６月吉日

第33 回日本職業・環境アレルギー学 会

会　長　 池　 潭　 善　 郎
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職業 環゚境アレルギー誌　10（0　2002

⑩参加者の皆様へ

お知らせとお願い

１。受付は、２日間共に学会会場入口（ナビオス横浜2 階「カナール」）で行います。受付で手

続きの上、会場内では常に名札をつけて下さい。

２．参加費（懇親会費を含む）は一般10,000 円、学生6,000円です。

学生の方は、当日学生証を提示してください。

３．本学会は、日本アレルギー学会認定医・認定専門医業績単位（発表3、参加4 ）が認めら

れています。

＊日本職業・環境 アレルギー学会は、日本アレルギー学会認定医・認定専門医制度における

認定学会・研究会・講習会から関連学会に認定されました。（下記表参照）

本学会認定医等申請の際の発表（筆頭）３単位、出席4 単位となります。

関　 連　 学　 会 発　表　者 出　席　者

日本臨床免疫学会

日本小児アレルギー学会

日本リウマチ学会

日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会

日本免疫学会

日本職業・環境アレルギー学会

日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会

含→３ 3= →4

日本鼻科学会

日本皮膚アレルギー学会

日本接触皮膚炎学会

日本臨床眼科学会

日韓アレルギーシンポジウム

American Academy of AHer只y Annual Meetin只

European Academy of AIler只y Annua1 Meetin只

日本呼吸器学会

注 ） は、今回改正（分類移動）のあった学会です。

－II－



⑩口演者の皆様へ

職業 一環境アレルギー誌　10（1 ）20〔〕2

１。一般演題の口演時間は、発表6分、討論2 分です。時間厳守でお願い致します。

２．スライドの枚数に制限はありませんが、スクリーンは一面です。スライドは口演時間の

30分前までに受付に提出してください。また、口演終了後は速やかにスライドをお受け取

り下さい。

３．その他は、座長の指示に従ってください。

⑩座長の先生方へ

ｌ

15分前までに、次座長席にご着席ください。

III－
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第33 回日本職業・環境アレルギー

学会総会・学術大会に参加される皆様へ

1｡ 会場について

第33 回日本職業 一環境アレルギー学会総会・学術大会は、ナビオス横浜2 階「カナール」

で開催されます。

匯 和璽］

（1） 桜木町駅 （JR 京浜東北線・根岸線、東急東横線、市営地下鉄）下車後、「ワ ールド

ポーターズ」「汽車道」方面へ徒歩7 分。

（「ワールドポーターズ」の隣に位置します。）

新横浜駅より、JR または市営地下鉄線経由で22 分。

（2） 横浜駅東口（JR 、東急東横線、相鉄線、市営地下鉄）からタクシーで約 】O分、1200 円

程度。

（3） 横浜駅東口、桜木町駅より市営バス141 系統　「ワールドポーターズ」下車、徒歩1 分。

IＶ

－

‐

－
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2｡ 第33 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会の参加費について

参加費（懇親会費を含む）は、一般10,000 円、学生6,000円です。

学生の方は、当日学生証を提示してください。

受付にて、領収書兼参加登録証（ネームプレート）をお受け取り下さい。

ネームプレートには、ご芳名、ご所属をご記入の上、ご着用をお願いいたします。

受付は６月28 日は午前11 時より、29 日は午前８時30 分より開始致します。

3｡ 日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費の支払いについて

当日、会場に日本職業・環境アレルギー学会事務局は、特に設けません。

本学会に入会をご希望される方は、受付にて学会申込用紙をお受け取りいただき、後日下

記事務局までお申し込みください。

また、学会当日に年会費の支払いも、お受けできませんのでご了承下さい。

なお、日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費（5,000円）の支払いは随時可能

です。詳しくは日本職業・環境アレルギー学会事務局までお問い合わせください。

学会事務局：群馬大学医学部保健学科内

日本職業 ・環境 アレ ルギー学 会事務局

〒371-8514　 前橋市昭和町3-39-１５

ＴＥＬ : 027-220-8944　　FAX : 027-220-8944

4｡ 昼食について

ナビオス横浜１階（80 名）と３階（54 名）にレストランがあります。 また、ワールドポー

ダースでもお食事ができます。

２日目のシンポジウム３は、ランチョン形式になっております。

5｡ 懇親会について

第１日目学会終了後、同室にて30 分後より懇親の場を設けさせていただきます。奮ってご

参加下さい。

6｡ 企業展示について

学会会場となり「オリージャ」に企業展示を設けてあります。

自律神経系の評価装置や化学物質過敏症の診断に必要な機器の展示を予定しております。ま

た、会場にて職業・環境アレルギー、化学物質過敏、環境ホルモン関連図書の書籍展示・販

売 もしております。

Ｖ
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第33回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会及び関連行事

第33 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

会期:2002 年６月28 日（金）・29 日出

会場：ナビオス横浜　２階「カナール」「オリージヤ」

〒231-0001　 横浜市中区新港町

ＴＥＬ : 045-633-6000

編集委員会

日時:2002 年６月28日吻　9:30 ～10 : 00

会場：学会場「オリージャ」

理　事　会

日時:2002 年６月28日座　10:00～II:00

会場：学会場「オリージ刊

評議委員会

日時:2002 年６月28日（金）11:00 ～II:30

会場：学会場「オリージャ」

総　　　会

日時:2002 年６月29日出　11:50 ～12:20

会場：学会場「カナール」

学 術 大 会

日時:2002 年６月28 日（金）12

日時:2002 年６月29 日出　 ８

会場：学会場「カナール」

00

45

～18

～14

10

35

懇　親　会

日時:2002 年６月28日吻　18:40 ～20:30

会場：学会場「カナール」

VI



日 程 表
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第１日　６月28 日(金) 第２日　６月29 日出
8:30

8:45

9:20

H:20

11:50

12:20

12:30

14:30

14:35

9:30

10:00

11:00

11:30

12:00

12:05

14:40

16:40

17:25

18:10

18:40

受付開始

特別講演３

坂部　貢（北里研究所）

シンポジウム２

オーガナイザー

石川　哲（北里研究所）

山川有子（横浜市立大学）

編集委員会

理事会

評議委員会

会長講演

池滓善郎（横浜市立大学）

総会
開会の辞

一般演題
休憩

シンポジウム３（ランチョン形式）

オーガナイザー

谷口正実（国立相模原病院）

相原道子（横浜市立大学）

閉会の辞

シンポジウム　Ｉ

オーガナイザー

井口泰泉（岡崎国立研究機構）

高橋一夫（横浜市立大学）

特別講演　1

Hee Chul Eun(ソウル国立医科大学)

特別講演　２

森本兼異（大阪大学大学院）

準備

懇親会

(20:30 終了)

VII



職業・環境アレルギー誌　10（I）2002

半 面 ］

卜 厩 函］

第1 日目　６月28 日（金）

12:00 ～12:05

12:05 ～14 : 40

【セッション①】　　 座長：榊原博樹（藤田保健衛生大学医学部呼吸器内科・アレルギー科）

Ｉ．職業性小麦粉アレルギーの3 例

○星野多美、内田博実、岡滞光芝、榊原博樹（藤田保健衛生大学医学部呼吸器内科・

アレルギー科）、曽和順子、松永佳世子（同皮膚科）、内藤健晴（同耳鼻咽喉科）、

上平知子（上平整形外科・内科）

２．輸入牧草運搬業者にみられた通年性牧草喘息の1 例

○宮本孝行、小林　仁、佐藤温子、吉田　匠、黒田　晋、鹿内俊樹、毛利　孝、

谷藤幸夫、山内広平、井上洋西（岩手医科大学第3 内科）

３．紙加工場従業者にみられた職業性喘息の1 例

○高本　公（高本医院）

４．職業性そばアレルギーの2 例の現況

○中村　晋（東松山市）、山口道也（山ロクリニック）

５．喘息通院患者における職業起因性の検討

○船越光彦、田村昭彦（九州社会医学研究所）

【セッション②】　　座長：山下直美（帝京大学医学部内科）

６． ＴＧＦづ の中和によるディーゼル排気微粒子が誘導する気道のリモデリングの制御

○田下浩之、山下直美、石田博文、中野純一、宮坂　崇、大林王司、中島幹夫、

金子富志夫、大田　健（帝京大学医学部内科）

７．上葉優位型肺線維症（ＩＰＵＦ）における粉塵吸入との関連性について

○三好祐顕、石井芳樹、福田　健（褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科）

８．３歳児のアレルギー・免疫指標に影響する環境因子の検討

○吉田貴彦（旭川医科大学衛生学）

９．病院給食中フタル酸エステル類の残留実態調査

○伊藤由起（名古屋大学医学部保健学科）、斎藤　勲（愛知県衛生研究所）

高木健次、柴田英治、高木健三（名古屋大学医学部保健学科）

【セッション③】　　座長：上田　厚（熊本大学医学部衛生学）

10. 葦麻疹を主症状としたシックハウス症候群

○渡辺京子（茅 ケ崎徳洲会総合病院皮膚科）

－VIII －
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11. 小学校校舎改修後の室内空気質調査と化学物質過敏症

○原田幸一、上田　厚（熊本大学医学部衛生学）

12. ガスボンベ再生工に発症した化学物質過敏症（CS ）のI 例

○道端達也（玉島協同病院）

13. 環境クリーンルームにおける化学物質過敏症の診断

○岡田千春、木村五郎、春摘　誠、坂口　基、宗田　良、高橋　清

（国立療養所南岡山病院アレルギー科）

【セッショ ン④】　　 座長：福田　 健 （狽協医 科大学呼吸器 ・アレ ルギ ー内科 ）

14. スギ花粉 により増悪 したと考えられる気管 支喘息の8 例

○笛木　 真、笛木直人、下田隆也、田中義人、堀江健 夫、多胡洋子 、笛 木豊司 、

牧野荘平 （上武呼吸器科内科病院）

15. 冬期に発症し原因が特定出来なかった過敏性肺臓炎 の3 例

○太田真弓 、石井芳樹、三好祐顕、朝倉琢磨、 相良博典、福 田　 健

（褐協医科大学呼吸器 ・アレ ルギー内科）

16. 24 時 間風呂に よる皮膚非定型抗酸菌症 （Ｍyｃｏｂａｃtｅriｕｍ　ｆｏrtｕitｕｍ）の１例

○花井　 博、鈴木啓之 （日本大学医学部皮膚 科）、鈴木安広 （葛飾区）

17. ヒス タグロビ ン療法が有効であったコリ ン性葦麻疹 の１例

○渡澄直人、山口文平、福 田　 健 （褐協医 科大 学呼吸器 ・アレルギー内科）

18. 医学生における試験 による ストレ スと唾液分泌 型lgA の変動

○大槻剛巳、友国晶子 、兵 藤文則、植木 絢子 （川崎医 科大学 衛生学）、辻 田　 敏

森本兼襄 （大阪大学大学 院医学研究 科環境医 学）

シンポジウム1 14:40 ～16:40

「環境ホルモン（内分泌攬乱物質）と免疫アレルギー」

オーガナイザー：井口　泰泉（［河崎国立研究機構］

高橋　一夫（横浜市立大学）

１。はじめに　　井口　泰泉（岡崎国立研究機構統合バイオサ イエ ンスセンター）

２．環境ホルモン研究の最前線

井口　泰泉（岡崎国立研究機構統合バイオサイエンスセンター）

３．環境ホルモンと自然免疫

安保　　徹（新潟大学大学院免疫学・医動物学）

４．トリブチル錫によるThl/Th2 インバランスの誘導

加藤　琢磨（三EE重大学医学部生体防御医学）

－Iχ－
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５。子供の発達成長における環境ホルモンの影響

角田　和彦（坂総合病院小児科）

６．トリブチル錫暴露マウスにおける免疫応答の変化

竹下　芳裕（横浜市立大学医学部皮膚科）

７．結び　　　　 高橋　一夫（横浜市立大学医学部皮膚科）

[→ 疸]

｢画垂｣

16:40 ～ 口:25

座 長 ： 池 渾　 善 郎 （ 横 浜 市 立 大 学 医 学 部 皮 膚 科 ）

ＯｃｃｕPat ｉｏｎａｌ ａｎｄ Ｅｎｖirｏｎｍ ｅｎtａｌ Ｆａｃtｏrs in AIlergic Skin Dis ｅａsｅ ｉｎ Ｋ ｏrｅａ

Ｄr. Ｈｅｅ Ｃ ｈｕl E ｕｎ （ ソ ウ ル 国 立 医 科 大 学 皮 膚 科 ）

17 : 25 ～18 : 10

座長：員野　 健次（帝京大学医学部内科）

ライフスタイルと免疫アレルギー反応

森本　兼異（:大阪大学大学院・医系・社会環境医学）

(懇親会準備　18 : 10～18:40)

ﾊﾟ ‾蚕 ‾」
18:40 ～20:30

－ χ－
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第2 日目　６月29 日（土）

8:45 ～9:20

座長：吉田　貴彦（旭川医科大学衛生学）

シックハウス症候群りﾋ 学物質過敏症の診断・治療の現状と問題点

坂部　貢（北里研究所・臨床環境医学センター）

シンポジウム２ 9:20 ～ Ｈ:20

｢シックハウス症候群、化学物質過敏症｣

オーガナイザー：石川

山川

哲

有子

(北里研究所病院)

(横浜市立大学)

１。はじめに　　石川　　哲（北里研究所臨床環境医学センター）

２．化学物質汚染発生の測定・評価法と抑制対策

土屋　悦輝（工学院大学応用化学科）

３．化学物質汚染の皮膚及び気道疾患との関わり

坂本　龍雄（名古屋大学医学部小児科）

４．化学物質過敏症とストレス性要因の関わり

熊野　宏昭（東京大学大学院医学系研究科ストレス防御・心身医学）

５．皮膚科におけるシックハウス症候群

山川　有子（横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター皮膚科）

６．シックハウス症候群・化学物質過敏症の臨床的検討

渡辺　一彦（渡辺一彦小児科医院院長）

７．結び　　　　 山川　有子（横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター皮膚科）

[]垂剔

「（ ∇（

匯→ ）

11:20 ～ Ｈ:50

座 長 ： 牧 野　 荘 平 （:東 京 ア レ ル ギ ー疾 患 研 究 所 ）

アトピー性皮膚炎と化学物質

池渾　善郎（横浜市立大学医学部皮膚科）

H:50 ～12 : 20

12 : 20 ～12 : 30

XI
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シンポジウム３ 12:30 ～14:30 （ランチョン形式）

｢NSAIDS で増悪するアレルギー疾患｣

オーガナイザー：谷口　 正実（国立相模原病院）

相原　道子（横浜市立大学）

１．はじめに　　谷口　正実（［］日立相模原病院アレルギー科）

２．アスピリン葦麻疹およびNSAIDS による即時型アレルギー反応の増強について

原田　　晋（三田市民病院皮膚科）

３．葦麻疹を伴う皮膚疾患におけるNSAIDS の影響について

猪又　直子（横浜市立大学医学部皮膚科）

４．食物依存性運動誘発アナフィラキシーの疫学

相原　雄幸（横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター小児科）

５．ＮＳＡＩＤＳ不耐症とアラキドン酸カスケード

東　　憲孝（国立相模原病院アレルギー臨床研究センター）

6.NSAIDS で悪化するアレルギー疾患 一耳鼻咽喉科の立場から

荻野　　敏（大阪大学医学部保健学科）

７．アスピリン喘息の病態の特徴一発症機序との関連から一

榊原　博樹（藤田保健衛生大学医学部呼吸器内科・アレルギー科）

８．結び　　　　 相原　道子（横浜市立大学医学部皮膚科）

『面 面 ‾1 14:30 ～14:35

XII
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アトピー性皮膚炎と化学物質

横浜市立大学医学部皮膚科

池　 潭　 善　 郎

アトピー性皮膚炎（ａtopicderｍａtitis: ＡＤ）は 、家族的 ・遺伝的な過敏 性体質 （別 名アトピ ー素

因）がある ものに多 くは乳幼児期 より発症するそ う庫感 の強い 湿疹性疾患 で、成長 と共に学 童

期 にかけ て寛解する例 が多い とされているが、近 年、たとえあ る期 間寛 解して も再燃悪化 する

か、或いは明 らかな寛解期 もなく再燃悪化するこ とにより、顔面 ・頚 ・上 胸背 部な どの難 治性

病変 を特 徴としたＡＤが思春期以 降の成 人にお いて増加 してい る。 本症の皮膚 病変は組織学 的

にspongiosis や炎症性細胞 のｅｘｏｃytｏsisを伴う表皮 肥厚 と真皮 上層の 血管周囲性 細胞浸潤 を特

徴 とした慢性皮膚炎 の組織所見 を示すこ とは よく知られているが、病因 から症状 に至 る本症の

病態 には 未だ不 明な点 が多い。最近 、Ｔ 細胞 、抗原提供細胞 としてのｍａｃrophage やＬａｎｇｅrｈａｎs

細胞、好 酸球、好 塩基球、肥満細 胞、表皮角化 細胞 な どから遊離 さ れるサ イト カ インやケ ミ

カルメデ ィエ イターの生物活性 に関する研究が 進み、その炎症の本態 も明らかにな り、その病

因 も、原因 となる身近 なアレ ルゲ ンや免疫賦活物 質、 また非アレ ルギー性炎症の原因 となる刺

激物・ドラ イス キン・心因性反応な どの面か ら検討 が進めら れている。 特に、身近な アレ ルゲ

ンに対するlgE 抗体の測定が日常 検査 となり、そ の除去 回避試験 や負 荷試験 を実 施す るこ とに

より、食物・ ダニ ・カビ ・ペ ット上皮 などの蛋 白質アレルゲンに関する研 究は大 きく発展して

いる。一方、食物 ・薬物 ・装飾品な どを含め て環境中の各種化学物 質も、体内 に侵 入して アレ

ルギー反応や アレ ルギー様反応を惹 起し、 またこ れらの炎症反応 を増 強促進するこ とが、次 の

点 から示唆 されている。即 ち、使用外用剤 ・装飾品 ・衣類の カブ レ （接 触皮膚炎 ）、経 口的 に

入る金属 などの単純化学物 質による汎発疹、ＮＳＡＩＤs不耐症で 見ら れるアスピリ ン・ その他 の

消炎鎮痛剤・防腐剤・ タートラジ ンによる アレ ルギー様反応、新建材由 来のホ ルマリ ンな どに

よるシッ クハウ ス症候群、動物実験で観察 される 金属やホ ルマリ ンによる免疫 アレ ルギ ー反 応

に対する賦活作用な どである。しか しながら、こ れらの化学物質 によるアレ ルギー反応や アレ

ルギ ー様反応が ＡＤ の難治化や重症化 に関与 するこ とも まだ推測 の域を脱 してお らず 、そ の研

究 も少ない。 そこで、本講演で は、ＡＤ 患者におけ る身近 な化 学物 質の貼布試験 と経 口負荷 試

験、食物 依存性 運動誘発 ア ナフ ィラ キシー （ＦＥＩＡ）にお けるＮＳＡＩＤs の負 荷試験 、 から には

ＡＤ のモ デルマ ウスにおける化学 物 質の暴露試験 な どの成績 から、 特に、ＡＤ の悪 化 ・難治 化

におい て身近な化学物 質の アレ ルギー反応 やアレルギー様反応 とこ れら炎症反 応に対する悪 化

促進効果が果たす役割 を検討し、広 く免疫 アレ ルギーと化学物質 の関係につい て最近の知 見を

加えて報告する。
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口特別講演①

O ｃｃｕｐａtｉｏｎａｌ ａｎ ｄ Ｅ ｎｖiｒｏｎ ｍ ｅｎt ａ１ Ｆａｃtｏrs

in A11er ｇｉｃ Ｓｋｉｎ Ｄｉｓｅａsｅs ｉｎ Ｋ ｏｒｅａ

D ｅｐａrｌｍ ｅｎｌ ｏｆ Ｄ ｅrｍ ａtology, Ｓｅｏｕｌ Ｎ ａｌｉｏｎａｌ Ｕ ｎｉｖｅrsity Ｃ ｏU ｅg ｅ ｏf Ｍ ｅdi ｃiｎｅ

H ｅｅ Ｃｈｕl E ｕｎ

Ｃｏｎtａｃt der ｍ ａtitis is prod ｕced by ｖａrio ｕs ｃｏｎtａｃtａｎts in t ｈｅ ｅｎｖirｏｎｍｅｎt ａｎｄ ｍ ａｎy of t ｈｅｍ ａrｅ rｅｌａt
‘

ed t ｏ ｏｃｃｕpat ｉｏｎ. Ｒ ａrｅ ｃｌｉｎｉｃａｌ ｃａsｅ rｅｐｏrts ａrｅ ａｌsｏ ｉｍ ｐｏrtａｎt sｉｎｃｅ thes ｅ s ｕggest that similar ｃｏｎｃｕr-

rｅｎt ｃａsｅs ｍ ａy als ｏ ｅｘist. ln this field ， epidem1010gy ａｎｄ ｃｌｉｎｉｃａｌ ｃａsｅs ａrｅ ther ｅｆｏrｅ ｃＩｏsely r ｅｌａted｡

Ｄ ｕring the last t ｗｃｎty y ｅａrs ， ａ ｎｕｍ ｂｅr ｏｆ ｃａsｅ rｅｐｏrts and epidemioIogical st ｕdies r ｅ】ａted t ｏ ｃｏｎtａｃt

der ｍ ａtitis ha ｖｅ ｂｅｅｎ ｐｕblis ｈｅｄ ｉｎ Ｋ ｏrｅａ.　Since lhe fo ｕｎｄａtｉｏｎ ｏｆ tｈｅ Ｋ ｏrｅａｎ Ｃｏｎtａｃt Ｄｅr ｍ ａtitis

Ｒ ｅsｅａrｃｈ Ｇr ｏｕp in 1980 ， ａｎｎｕal sy ｍ ｐｏsｉａ ｏｎ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtitis ha ｖｅ stim ｕlated ｖａrio ｕs r ｅｐｏrts ａｂｏｕt

ｃｏｎtａｃt der ｍ ａtitis｡

Ｒｅｃｅｎtly ｊ ｈａｖｅ rｅｖie ｗｅｄ ｎｅａrly all import ａｎt rｅｐｏrts r ｅｌａtｉｎｇ ｃｏｎtａｃt der ｍ ａtitis ｉｎ Ｋ ｏrｅａ. Ｍ ａｎy ａrｅ

simi 】ａr tｏ those p ｕblished in t ｈｅ Ｍyｅst ， bｕt ｉｎ Ｋ ｏrｅａ， ｃｅrtain dist ｉｎｃt ｃｈａrａｃtｅristics ａrｅ ｅｖident ， ｗhich l

am going t ｏ ｉｎtrod ｕｃｅ ｉｎ ｍy ｌｅｃtｕrｅ ｍ ｏrｅ ｉｎ ｄｅtail foc ｕsｅｄ ｏｎ ａｌｌｅrｇｉｃ ｃｏｎtａｃt der ｍ ａtitis｡

ln the field of conlacl der ｍ ａtitis ， it is import ａｎt tｏ ｏｂtａｉｎ ｉｎｆｏrｍ ａtｉｏｎ ｃｏｎｃｅｍ ｉｎｇ ｌｈｅ ｍ ａtｅrials ａｎｄ

sｕbst ａｎｃｅs in ｖol ｖed ， ａｎｄ tｏ ｅstablis ｈ ａｎ ｅｆｆｅｃtiｖｅ syst ｅｍ ｆｏr lhe diagnosis ａｎｄ ｍ ａｎａｇｅｍｅｎｌ ｏｆｉｎｄｕstrial

skin dis ｅａsｅs. ｌｎ Ｋ ｏrｅａ， ho ｗｅｖｅr，tｈｅ ｇｅｎｅral sit ｕａtｉｏｎ ｉｎ this r ｅsｐｅｃt is ｎｏt s ａtisｆａｃtｏry ， tｏ ｄａtｅ， the

pｕblicat ｉｏｎ ｏｆ ｃａsｅ rｅｐｏrls ａｎｄ the r ｅsｕlts of st ｕdies ha ｖｅ ｂｅｅｎ sporadic｡

l belie ｖｅ， ho ｗｅｖｅr， that ａs int ｅｍ ａtｉｏｎａｌ ｃｏrpor ａtｉｏｎ ｉｎｃrｅａsｅs ，ｗith for ｅχａｍ ｐｌｅ the spr ｅａｄ ｏｆ the

int ｅｍ ｅt， the fｕtｕre is sl 咆htly bright ｅr. lnfo ｒｍ ａtｉｏｎ ａｎｄ ｐｅrtｉｎｅｎt rｅｆｅrｅｎｃｅs ｗiH be mor ｅ ｅａsily obt ａｊｎｅｄ

ａｎｄ shared ｗhich can prod ｕｃｅ the ｖal ｕable epidem1010gical dat ａ ｍ ｏrｅ ｃｌｏsｅ tｏ tｈｅ ａｃｌｕal reality.

２
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Trainin9, Ａ Ｃａｄｅ ｍ ｉＣ Ｐｏ ＳｉtiOn

1974　　　　　　Grad ｕａtｉｏｎ, Ｓｅｏｕｌ Ｎ ａtｉｏｎａｌ Ｕ ｎｉｖrsity CoHege of Medicine

1975-1979　　Resident, Ｓｅｏｕｌ Ｎ ａｌｉｏｎａｌ Ｕ ｎｉｖｅrsity Ｈ ｏspila1

1979-1982　　1nstr ｕｃtｏr, Ｄｅrｍ ａtology Ｄ ｅｐａrtｍ ｅｎt ｏｆ Ｋ ｏrｅａ Ｕ ｎｉｖｅｒisty

1979-1980　　Res ｅａrｃｈ Ｆｅｌｌｏｗｊ Ｖy ｃｏｍ ｂｅ Ｇｅｎｅrａｌ Ｈ ｏspital, High Myy ｃｏｍ ｂｅ, England

1986-1987　　Res ｅａrｃｈ Ｆｅｌｌｏｗ, Ｕ ｎｉｖｅrsity Ｍyａｌｅs Ｃ ｏｌｌｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ, Ｃ ａrdiff, Ｕ. Ｋ.

1987-1988　　Res ｅａrch Feno ｗ, Ｕ ｎｉｖｅrsity ｏｆ Ｃａｌｉｆｏｍｉａ Ｓａｎ Ｆrａｎｃｉsｃｏ, Ｕ.S. Ａ.

199 】-1992　　Visiting Pr ｏｆｅss ｏr, Ｎ ａtｉｏｎａＩ Ｃａｎｃｅr lnstit ｕtｅ, Ｕ.S. Ａ.

1996　　　　　　Visiting Pr ｏｆｅss ｏr, Ｕｎｉｖｅrsity ｏｆ Ｖｉｅｎｎａ, Ａｕslria

1984-1998　　Assis ｌａｎt Ｐrｏｆｅss ｏr， Ａss ｏｃｉａtｅ Ｐrｏｆｅss ｏr， Ｐrｏｆｅss ｏr，Ｄ ｅrｍ ａｌｏｌｏｇy Ｄ ｅｐａrt ｍ ｅｎt ， Ｓｅｏｕｌ

Ｎ ａtｉｏｎａｌ Ｕ ｎｉｖｅrsily

1998- Ｐrｅsｅｎt　Chair ｍ ａｎ, Ｄ ｅｐａrtｍ ｅｎt ｏｆ Ｄ ｅrｍ ａtology, Ｓｅｏｕｌ Ｎ ａtｉｏｎａｌ Ｕ ｎｉｖｅrsity Ｃ ｏllｅg ｅ ｏf Ｍ ｅdi ｃiｎｅ

Otherｓ

1990-1992

1991-1993

1991-1993

1993-1995

1995-1997

1995-1997

1997-1999

1999-2001

Tr ｅａsｕrｅr, Ｋ ｏrｅａｎ Ｓｏｃｉｅty of AIlerg010gy

Ｓｅｃrｅｌａry ｏｆ Ｓｃｉｅｎtific Affairs ， Ｋ ｏrｅａｎ Ｓｏｃｉｅty of ln ｖｅsligati ｖｅ Ｄ ｅrｍ ａtology

Edit ｏr in Chief, Ｋ ｏrｅａｎ Ｊｏｕｍ ａｌ ｏｆ Ｄｅr ｍ ａtology

Ｓｅｃrｅtａry ｏｆ Ｓｃｉｅｎtific Affairs ， Ｋ ｏrｅａｎ Ｄ ｅｒｍ ａtｏｌｏｇｉｃａｌ Ａss ｏｃｉａtｉｏｎ

Ｓｅｃrｅtａry of Ed ｕｃａtｉｏｎ ａｎｄ Ｔraining ， Ｋ ｏrｅａｎ Ｄ ｅｒｍ ａtｏｌｏｇｉｃａｌ Ａss ｏｉｃａtion

Pr ｅsident ｏｆ Ｋ ｏrｅａｎ Ｃｏｎｌａｃt Ｄｅｒｍ ａtitis and Skin AHergy Ｒｅsｅａrｃｈ Ｇr ｏｕp

Secr ｅtａry Ｇ ｅｎｅral ， Ｋ ｏrｅａｎ Ｄｅrｍ ａt０１０ｇｉｃａｌ Ａss ｏｃｉａtｉｏｎ

Ｐrｅsident, Ｋ ｏrｅａｎ Ｓｏｃｉｅty for ln ｖｅstigati ｖｅ Ｄ ｅｍｌａtology
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口特別講演②

ライフスタイルと免疫アレルギー反応

大阪大学大学院医学系研究科社会環境医学

森　 本　 兼　 曇

ラ イフス タイルは、様々 な職場 環境負荷によるアレルギー免疫学的な反応感受 性の重要な決

定 要因 として働 く。 個々人 のラ イフスタ イルを、８つの健康 習慣 （喫煙、飲 酒、睡眠 、食事バ

ランス、運動習慣 、ストレ ス、労 働時間 など）につ いて評 価する一方、免疫学 的防御 機能とし

て 抗腫瘍 ・抗 ウイルス機 能を持つ重 要 なナチュ ラルキラ ー（ＮＫ）細胞 活性を指標 としてその

関 連性を検討した。被験 者は二部上場 企業従業員で定 期検診の際 インフ ォームドコンセ ントを

得 て、採 血 などを行っ た。 解析の結 果、 ライフ スタイルの良好な集団では有意にＮＫ活性 が高

か った。 また、誘 導性抗腫 瘍免 疫力 を担 う重要なサブ セットＬＡＫ細胞活性 につ いて も同様 の

関連性 を示した。

近 年、psy ｃｈｏ-ｎｅｕrｏ-ｉｍｍｕｎｏｌｏｇy（ＰＮＩ）分野の研 究が進 展し、 精神心理 的状 態 ・内分泌 様

態 ・免疫 防御力の三者 の関係が理解 されるようになった。 精神心 理的なストレッサーが負 荷さ

れた場合 、大脳皮質で ストレ ッサ ーとして評価 され視床下 部を通 じ下垂 体から副腎皮 質刺 激ホ

ルモ ン（ＡＣＴＨ）が血 中 に分泌 さ れる。 事実、 ストレ ッサ ー負 荷の高 い人 は血中 ・唾 液中 の

コーチソ ール （ストレス ホルモ ン）の濃 度が高かった。

８つ の健康習慣 のう ち免 疫防御力 を決定する主 要な生 活習慣は、喫煙 、精神的ストレ ス及び

運動 習慣であ った。特に 、精神的 ストレスの影響が 大きく例えばｄｅｍａｎｄ ・ ｃｏｎtrolモデ ル （ＤＣ

モ デ ル）に よってjob ストレ スの高低で4 群 に分け てみ たところ、唾 液中コーチ ソールレベ ル

及 びＮＫ細胞活 性に顕著 な差 が認め られた。典型 的なＰＴＳＤ（心的外傷後 スト レス障害） とＮＫ

細 胞活性 とは強い 相関 を示 した。 また一年経過後 、ＰＴＳＤ の快復し た群では有意 なＮＫ細胞活

性 の上昇が観察 された。

新 改築に よる シ ックハ ウス症候群 （SHS ）が社会課題 となっているが、職場 、自宅の新改築

と様 々なアレ ルギー不 定愁訴 （シッ クハ ウス様症状 ）の訴え率を調査し たところ、増改築に よ

りこ れらアレル ギー様 症状 の訴 えの上 昇が認められた。 また、ラ イフス タイル不良群、特に精

神的 ストレス負荷の高い群 にこ れら シ ックハウス様症状 の訴え率 の上昇が認められた。

－４－
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東京大学工学部原子力工学科卒業

カリフォルニア大学サンフランシスコ医学校留学

（フルブライト委員会・日本学術振興会米国大学院派遣）

東京大学大学院医学系研究科修了　医学博士

東京大学医学部助手

東京大学医学部助教授

大阪大学医学部教授（環境医学教室）

大阪大学大学院（医学系研究科社会環境医学講座）教授

現在に至る

日本衛生学会幹事

日本産業衛生学会・評議員、職業アレルギー・免疫毒性研究会・世話人代表

ＩＣＯＨＳＷＧ（職業アレルギー・免疫毒性）Ｓｅｃrｅtａry Ｇｅｎｅra1

日本産業ストレス学会副理事長

厚生労働省生活環境審議会・専門委員

経済産業省化学品審議会・専門委員

文部科学省学術審議会・専門委員

厚生労働省「健康日本21 」策定委員

第30 回ヘルツ賞

第1[司日本衛生学会学会賞

主な著書

森本兼異（監訳）：生活習慣と健康一ライフスタイルの科学　ＨＢＪ出版局、東京、1989

森本兼異：ライフスタイルと健康、医学書院、東京、1991

森本兼異：環境と健康、（志賀・池永・森本編）ＨＢＪ出版局、東京、1993

森本兼呉：ストレス危機の予防医学、日本放送出版協会、東京、1997

森本兼程：がんで死なないために読む本、三笠書房、東京、1997

森本兼異：遺伝子が人生を変える、ＰＨＰ研究所、東京、2001
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口特別講演③

シックハウス症候群・化学物質過敏症の診断・治療の現状と問題点

北里研究所・北里研究所病院・臨床環境医学センター

北里大学大学院医療系研究科

坂　 部　　　　貢

「シ ッ ク ハ ウ ス症 候 群 」「 化 学 物 質 過 敏 症」 は 、 多 器 官 に わ た る 多 彩 な 症 状 が 、 微 量 な化 学

物 質 と の 接 触 に 関連 し て 出 現 す る のが 特 徴 で あ るが 、 特 に大 脳 辺 縁 系 症 状 を 中心 と し た 中枢 神

経 症 状 、 自 律 神 経 症 状 を示 し や す い 複雑 な症 候 群で あ る。 き わめ て 重 要 な疾 患 で あ る に も かか

わ ら ず 、 本邦 で はご く 最 近 ま で 全 く認 識 さ れ て お ら ず 、「 こ の よ う な 病 気 は存 在 し な い 」 と さ

え主 張 す る 環 境 医 学 の 専 門 家 も数 多 く存 在 し た。 し か し 、マ ス コ ミ等 に も し ば し ば取 り上 げ ら

れ社 会 問 題 化 す る 中 で 、 行 政 も本 格 的 な 学術 調 査 に乗 り 出 し 、厚 生 労 働 省 、 環 境 省 、文 部科 学

省 、 国 土 交 通 省 な ど の 各 省 に よる 研 究 が 本格 的 に 開始 さ れ てい る。 よっ て 今や こ の疾 患 の重 要

性 を 否 定 的 に捉 え る 傾 向 は 皆 無 と な りつ つ あ り、 今 後 「 身 近 な病 気 」 と し て接 す る 機 会 が増 加

す る と 思 われ 、 専 門 分 野 を 問 わず 、 臨 床 家 と し てそ の対 処 方 法 を十 分 に理 解 して お く必 要が あ

る。

本 講 演 で は 、「 シ ッ クハ ウ ス 症 候 群 ・化 学 物 質 過 敏 症 」 の 診 断 と 治 療 に 関 し て 、 北 里 研 究 所

病 院 ・ 臨床 環 境 医 学 セ ン タ ーで の 現 状 を 中心 に 、本 邦 にお け る最 新 の研 究 成果 も 加 え て 紹 介 す

る 。 さ ら に 、 米 国 に お い て 最 も 本 症 の 臨 床 実 績 の あ る Ｅｎｖirｏｎｍｅｎtａ１ Ｈｅａｌtｈ Ｃｅｎtｅr-ＤａＨａs

（ＥＨＣ-ＤａＨａs） に お け る 診 断 ・ 治療 の 最 新 情 報 、 ま た本 症 の 基 礎研 究 で 世 界 的 に 優 れ た業 績 を

有 す る ア リ ゾ ナ 大 学 医 学 部 な ら び にテ キ サ ス大 学 サ ン ア ン ト ニ オ校 の研 究 の現 状 につ い て も解

説 し たい 。

６－
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現　職：北里研究所・北里研究所病院・臨床環境医学センター部長、北里大学大学院医療系研

究科指導教授（兼担）

昭和57 年　　東海大学医学部卒業

昭和63 年　　東海大学医学部専任講師

昭和63 年一平成2 年　　米国タフツ大学医学部リサーチフェロー

平成 ５年　　東海大学医学部助教授

同大学院医学研究科助教授（兼任）

平成12 年　　現　 職

専門分野：環境生命科学、環境毒性学、環境保健学

研究領域：微量有害化学物質の生体影響のメカニズムの解明
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ロシンポジウム①

環境ホルモン研究の最前線

岡崎国立共同研究機構・基礎生物学研究所

統合バイオサイエンスセンター

井　 口　 泰　 泉

農薬や工業用に使われた化学物質の中に、ホルモン類似作用あるいはホルモンの作用を阻害

することによって、内分泌系に影響を及ぼし、動物の恒常性、生殖、免疫、脳機能や行動に影

響を及ぼす可能性があることが懸念され、「内分泌かく乱物質（環境ホルモン）問題」が新た

な環境問題としてクローズアップされてきた。ホルモン作用を有する物質の、環境中のモニタ

リング、化学物質の発生途上の動物への作用機構の研究が行われている。海産巻貝では、船底

防汚塗料として用いられた有機スズにより、雌での雄の生殖器の発達と産卵の減少が知られて

おり、哺乳類ではアロマターゼの阻害が見出されている。数種の魚類の雄では、精巣卵や卵黄

タンパクが見出されており、エストロゲン様物質の影響と考えられている。また、カダヤシは、

製紙工場の排水に含まれる物質による雌の雄化か知られている。両生類は世界的に個体数が減

少し、実験的には、環境濃度での除草剤のアトラジンによる間性が報告された。昶虫類のワニ

では農薬汚染が原因と考えられる孵化率の減少、ペニスの倭小化か報告されている。海棲哺乳

動物は、陸棲哺乳動物に比べ肝の代謝機能が弱く、皮下脂肪が極めて多いことから、ＰＣＢ類な

どの高濃度汚染が知られている。さらに、浜に打ち上げられるクジラの個体が1970 年以降に

極端に多くなっており、免疫機能低下などが疑われている。ヒトでは、精子数の減少、子宮内

膜症の増加、先天奇形の増加、免疫機能の低下、精神神経行動の異常などと化学物質の関連が

懸念されているが、因果関係は明らかとなっていない。内分泌かく乱物質問題への世界的な取

り組み、ホルモン様物質の探索法、マイクロアレイ法などによるエストロゲン様物質に対する

応答遺伝子の探索、化学物質のリスクアセスメントについて紹介する。日々の臨床・基礎研究

で得られている情報を、化学物質の観点から見直していただく契機としていだだければ幸いで

す。

８
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ロシンポジウム①

職業・環境アレルギー誌　10（0　2002

環境ホルモンと自然免疫

新潟大学大学院免疫学・医動物学

安　 保　　　 徹

内分泌 攬乱物 質 （または環境 ホルモ ン）やダ イオキ シン類が免疫系 にどの ような働 きをす る

のであ ろうか。 マウスに代表的 な上記物 質を投与 し免疫系に対す る影響 を観察した。

いずれの物 質 もマウスの飲 料水に溶かして投与 している。内分泌攬 乱物 質の代 表 として2,2-

Bis （4-hydrｏｘyphenyl ）-prｏｐａｎｅ（ビスハ イドロ オキシフェニ ル ープ ロパ ン、Bis ｐｈｅｎｏｌ Ａ） と

Ｂｅｎｚyl n-Ｂｕty1 Phthalatｅ （ペ ンシルｎ－ブチ ルフ タレ ート、ＢＢＰ）を使用した。投与量 は環境 ホル

モ ンとしてマ ウスの生殖系 に影響 を与 える濃度 にした （6mg/day/ ｍｏｕsｅ）。 ダイオキシ ン類 とし

て2,3,7,8- Ｔｅtrａｃｈｌｏrodibenｚｏ-p-dioｘin（テト ラクロロ ジペ ンゾ ーパ ラージ オキシ ン、dioｘin）

と3,3･､4,4･､- Ｔｅtrａｃｈｌｏrobiphenyl（テト ラクロロビ フェ ニル、ＰＣＢ）を使用 した。 これら は脂 溶

性で水に溶けに くいのでＤＭＳＯで可溶化しマ ウスの飲料水 に溶かしてい る（100ng/day/ ｍｏｕsｅ）。

マウスの飲料水 に入 れて２週間 とい う比 較的 短い期 間の投与 に もか かわらず、そ れぞ れの物

質で免疫系 への影響を捕らえることができた。エ スト ロゲンは妊娠免疫成立 のためにＮＫ細 胞、

胸腺外分化Ｔ細胞、穎粒球を活性化するのが本体であ る。そし て、 本研 究に よって内分泌攬 乱

物 質で免 疫系 に対するエストロゲン様の作用を確認で きた。一 方、塩素分子 を測 鎖に もつ ダイ

オキシン類 はその投 与量の少なさに もかか わらず、か なりの胸腺の退縮促 進と骨 髄機 能抑 制が

誘導された。これらの反応は老化促進現象と よく似てい る。 これらすべ ての内 分泌攬 乱物 質に

は投 与後 、交感 神経緊張を示す血中カテコー ルアミン値 の上昇 が見ら れた。生 体系へ のストレ

ス刺激とい って もよい。

９
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ロシンポジウム①

トリブチル錫による Ｔｈ１／ Ｔｈ２ インバランスの誘導

三重大学医学部生体防御医学

加　 藤　 琢　 磨

生体にとって有効な免疫反応には、抗原未感作のナイーブＣＤ４陽性Ｔ細胞から分化誘導され

る２つのＴヘ ルパーサブセット（Thl とTh2 ）のバランスのとれた活性化が必要であり、一方

のTh サブセットの過剰な活性化は自己免疫疾患やアレルギー性疾患の原因となっているとさ

れる。両Th サブセットはサ イトカインを介して、それぞれ他方のTh サブセットの分化／活性

化を相互に抑制し、Thl ／Th2 インバランスを是正している。したがって、一方のTh サブセッ

トの選択的な分化／活性化の抑制は、他方のTh サブセットの過剰な活性化を誘導し、生体に

とって有害な免疫応答を引き起こす。近年大きな社会問題化しているアトピー性皮膚炎や喘息

等のアレルギー性疾患は、単なる免疫機能の全体的な昂進に起因するものではなくThl ／Th2

インバランスによる免疫反応の変調により、過剰なTh2 型の免疫反応が誘導されることに一部

起因することが示唆されている。本研究で用いたトリブチル錫（ＴＢＴ）は船底や魚網の防藻剤

として多用され、近年内分泌撹乱作用のあることが明らかになった物質であるが、免疫系に対

しては比較的高濃度のＴＢＴを用いた実験により、胸腺萎縮誘導による全般的な免疫抑制作用

を持つとされていた。我々は、低濃度のＴＢＴがin ｖitrｏでのナイーブＴ細胞からのTh1 分化を抑

制するもののTh2 分化をむしろ促進すること、このようなＴＢＴによるTh2 優位性の誘導は、ナ

イーブＴ細胞に対する直接的な作用ではなく、抗原提示細胞のIL-12 産生抑制とIL-10産生増強

を介していること、さらにＴＢＴのin ｖiｖｏ投与においてもTh2 優位性が誘導されることを明ら

かにした。ヒトにおけるＴＢＴ汚染が既に認められることから、以上の結果と合わせて、Th2 優

位性がヒトにおいても誘導され、アレルギー性疾患増多の一要因になっている可能性について

考察したい。

－10
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ロシンポジウム①

子供の発達成長における環境ホルモンの影響

坂総合病院小

角　田　和

科

彦

児

遺伝的な素質、生後の生活環境や食生活はアレルギー性疾患発病に大きな影響を及ぼすが、

化学物質が胎児免疫系発達に及ぼす影響も重要である。

ＴＣＤＤ（2,3,7,8 一四塩化ダイオキシン）は胎児胸腺に作用し、生後免疫抑制を生じる。

ＴＣＤＤによる遅延型過敏反応の低下は、アレルギー児の多くがThl 低下にあることと一致する。

しかし、ＴＣＤＤによるTh2 低下は現状と矛盾している。動物実験での投与量は、日本人成人一

日摂取量約2pgTEQ/kg に比してかなりの高濃度である。高濃度では免疫抑制、低濃度では部分

的な免疫障害が起き、障害された免疫を補うために他の免疫能が充進、さらに免疫調節機能が

損傷されて過剰なアレルギー反応が生じている可能性がある。

中枢神経と同様、胎児免疫系においても性的二形性の存在が考えられている。女性は男性に

比べて細胞性免疫・液性免疫が高く自己免疫性疾患に罹患しやすい。当院のアナフィラキシー

症例では性ホルモン分泌が開始される思春期に一時的に発症数が増え思春期前では男子に頻度

が高く、思春期以後では女性に多くなる傾向がみられた。動物実験において成体ではテストス

テロンやエストロゲンは胸腺を萎縮させる。臨床上も、思春期を越えるとアレルギー性疾患は

沈静化していく。しかし、生後の正常胸腺発達には雄雌マウスどちらもエストロゲンａ受容体

を介した信号が必要である。さらに雌マウスへの生直後のＤＥＳ投与は成長後に胸腺重量の増

加を起こす。また、胎仔期ディーゼル車排気ガス暴露雄ラットは生後にテストステロン値上昇

とスギ花粉lgE 産生先進が起こる。多種の化学物質が性ホルモンの撹乱を介して、胎児期およ

び生後の免疫系発達に影響している可能性がある。

化学物質の低濃度暴露の影響、複合的影響、微量化学物質の作用時期として胎児免疫臓器形

成期における影響を研究し、現実に生じている異常なアレルギー反応先進を招いている原因の

追求が必要である。

Ｉ Ｉ



職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロシンポジウム①

トリブチル錫暴露マウスにおける免疫応答の変化

横浜市立大学医学部皮膚科

竹　 下　 芳　 裕

近年 のアレルギ ー疾患 の増 加には多 くの要因が関係している と思 われ、環境 ホルモ ンもそ の

ひとつ にあげ られる。今 回我 々は船底 の防藻剤 として使用 され、環境 ホルモ ンの一つ とされる

トリブチ ルスズ（ＴＢＴ）を使 用し、マ ウスの妊娠前 に投与 し、仔 マウスの免 疫応答 を解析 した。

まずＡ．ＳＷ マ ウス、Ｃ５７ＢＬ/6 マ ウス、ＢＡＬＢ/ｃマ ウスのそ れぞ れの雌マ ウスに10 μｍｏｌ/kg

のＴＢＴを１週 間ご とに４回腹 腔内投与 し、その後雄マウス と交 配させた。得られ た仔マ ウスを

ＴＢＴに 曝露 さ れた マウ ス より授 乳 させ て育 て、 その後 オボア ルブ ミン （ＯＶＡ）で感 作 させ

ＯＶＡ特異的lgE やlgG 抗体量 の変化 やサ イトカ イン産生能について 、非曝 露群 のマウス と比較

検討 した。

またＮＣマ ウスとＮs-Dh マ ウス につい てＳＰＦ環境 下でトリブチ ルス ズ投与群 と非投与 群の 間

で皮 膚炎の発症 の差異があ るかどうか も比較検討し た。以前我 々はＮs-Dh マウスに環境因子 の

一つ として 金製剤 を投 与し たとこ ろ皮膚炎発症が早 まり発症率 も高 まる という結果が得 られた

が、 トリブチ ルスズ も皮膚炎発症 の促進 因子となるかどうかを比較検討し た。
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職業・環境アレルギー誌　10（I）2 ０02

ロシンポジウム②

化学物質汚染発生の測定・評価法と抑制対策

工学院大学応用化学科

土　 屋　 悦　 輝

室内化学物質が健康に影響を及ぼす例が見られ、現状の把握、対策などが求められている。

室内化学物質の実態を把握するための測定方法として、①アルデヒド類: ＤＮＰＨ含有吸着剤－

ポンプで通気づ 容媒抽出－ＨＰＬＣ測定、②ＶＯＣ：ａ）固相吸着剤－ポンプで通気 づ 容媒抽出－

ＧＣ/MS 測定、b）固相吸着剤－ポンプで通気一加熱脱着－ＧＣ/MS 測定、ｃ）容器採取（キャニ

スター）－ＧＣ/MS 、③農薬、フタル酸エステル類：固相吸 着剤－ポンプで通気一溶媒抽出－

ＧＣ/MS 測定、を厚生労働省で規定している。その他、測定場所に固層吸着剤を置き、分子拡

散により吸着させるパッシブ法も簡易法としてホルムアルデヒド、ＶＯＣの捕集に利用されて

いる。又、検知管法、電気化学分析、ガスセンサー、化学発光などを利用した簡易測定計が

50 種以上市販されている。シックハウス問題の対策として、厚生労働省、国土交通省、経済

産業省、農林水産省、文部科学省間で連携をとり、総合対策を推進している。厚生労働省では、

室内化学物質の暴露評価、毒性評価などから化学物質の室内濃度指針値及びその測定方法を設

定している。現在、指針値として、アルデヒド類2 物質を初め、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）6

物質、フタル酸エステル類2 物質、農薬3 物質の13 化合物が設定されている。文部科学省は、

ホルムアルデヒドなど4 物質を学校環境衛生基準に追加している。抑制対策として、建築基準

法の改正によりクロルピリホスを発生する建材の使用禁止、ホルムアルデヒド発生建材の使用

制限を規定している。又、住宅性能表示制度をもうけ、その中で室内空気中の特定化学物質5

物質の濃度測定を求めている。建材については、日本農林規格（JAS ）で合板、日本工業規格

（JIS）で内装材などのホルムアルデヒドの放散量による等級を規定している。その他建築設計

による汚染発生効果的抑制、ＶＯＣを放散しない建材の開発などシックハウス対策技術の開発

などを実施している。
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職業 一環境アレルギー誌　10（1 ）2002

ロシンポジウム②

化学物質汚染の皮膚及び気道疾患との関わり

名古屋大学医学部小児科

坂　 本　 龍　 雄

住宅構造の高気密化に伴う室内空気の化学汚染の進行は、「シックハウス症候群」と呼ばれ

る健康被害を引 き起こし、大きな社会的関心を集めている。そこで、代表的な室内空気汚染物

質であるホルムアルデヒド（ＦＡ）とトルエンを取り上jﾁ、゙それらによる気道炎症反応とその

メカニズムについて検討した。ラットの下気道にＦＡガスを直接吸入させると、気道壁に著明

な血管透過性充進が惹起された。この反応はタキキニンＮＫＩ受容体措抗薬で完全に抑制でき

たことから、ＦＡが気道知覚神経末端からタキキニンを遊離し、これらの物質が血管内皮細胞

に分布するＮＫＩ受容体を刺激して血漿漏出を惹起したと考えられた。　トルエンも同様にＮＫ１

受容体を介して気道の血管透過性完進を引き起こしたが、反応レベルはＦＡよりも有意に小さ

かった。 ＦＡはアレルゲンとなり得ることが知られている。　しかし、ＦＡによる職業性喘息と診

断された患者においてもＦＡ特異lgE 抗体の保有率はきわめて低く、したがってアレルゲン性

は低いと推測される。実際、小児喘息患者のＦＡ特異lgE 抗体保有率をＣＡＰシステムを用いて

検討したが、1.6％と低値であった。一方、ＦＡが吸入アレルゲンに対するlgE 感作を促進する

という報告がなされており（ＧａＩＴｅtt,ＡＨｅrgy 54 : 330 － 7, 1999）注目される。

ＦＡはアレ ルギー性接触性皮膚炎の感作抗原のひとつであるが、強力な皮膚刺激性を有し、

痛みや掻岸を惹起してアトピー性皮膚炎の増悪因子となる可能性がある。ラットの皮膚に微小

な傷をつけ、ＦＡ溶液を滴下したが、ＦＡは知覚神経の軸索反射を介して濃度依存的に血漿漏出

を惹起した。 ＦＡは皮膚のバリア機能を障害し、一次刺激性を増強させつつ皮膚炎をさらに増

悪させうる可能性を示唆している。
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロシンポジウム②

化学物質過敏症とストレス性要因の関わり

東京大学大学院医学系研究科ストレス防御・心身医学

熊　 野　 宏　 昭

【目　 的 】 シ ッ ク ハ ウ ス 症 候 群 を 含 む化 学 物 質 過敏 症 （ＭＣＳ） の病 態 と ス トレ ス 性 要 因 の 関 わ

り を 解明 す るこ と を 目 的 と し て研 究 を行 っ た。 こ れ に は 既 存 の精 神 疾患 、 心 身 症 な ど と の異 同

を問 う と と も に、 病 態 の 詳細 を心 身両 面 か ら明 ら か に す る 狙 い が あ る。

【方　 法 】ｲﾋ 学 物 質 過 敏 症 と診 断 さ れ た患 者 群27 名 と、 化 学 物 質 の 暴 露 を受 け な が ら 症 状 を発

現 し て い な い コ ン ト ロ ー ル 群33 名 を 対 象 に し て 、 ス ト レ ス モ デ ル に 則 り、 発 症 に 先 立 つ 心 理

社 会的 ス トレ ス 、 発 症 お よ び経 過 に 関 わる 個 人差 要 因 、 発 症 後 の状 態 に お け る 心 身 相 関 とい う

3 つ の 観点 か ら検 討 し た。

【結　 果 】 発 症 に 心 理 社 会 的 ス ト レ スが 関与 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ 、 発 症 後 に は 様 々 な 身

体 ・精 神 症 状 が 認 め ら れ、 精 神 疾 患 の合 併 も増 え る こ と が 分 か っ た。 と こ ろ が 、 発 症 及 び経 過

に関 わる 特 徴 的 な パ ー ソ ナリ テ ィや ス トレ ス 対 処 ス タ イル は 認 め ら れず 、 そ の 一 方 で 飲 酒 お よ

び 喫 煙 の 習 慣 が 少 な い とい う 特 徴 が 認 め ら れ た 。 さ ら に 、ＭＣＳ患 者 の 中 に は 化 学 物 質 の 暴 露

と発 症 と の 因 果 関 係 が 明 確 な群 と 不 明 確 な 群 の 二 つ の サ ブ グ ル ー プ が 存 在 す る こ と が 示 唆 さ

れ 、 明 確 な群 は 主 に 身 体 症 状 を 発 現 し （精 神 症状 の 自 覚 が 比 較 的 乏 し い ）、 不 明 確 な 群 は 様 々

な 身 体 ・ 精 神 症 状 を 発 現 す る とい う 特 徴 が 明 ら か に なっ た。

【考　 察 】 上 記 の 結 果 は 、 神 経 症 、 う つ 病 、 心 身 症 な ど が 示 す パ タ ー ン と は 異 な っ て お り、 環

境 要 因 の 大 きさ が 窺 わ れ た。 また 、 精 神 疾 患 を 合 併 し てい て も精 神 症 状 の 自 覚 が 乏 し い 者 も多

い とい っ た矛 盾 し た 特 徴 も 示 さ れ、 よ り正 確 に ＭＣＳの 特 徴 を 明 ら か に す る た め に は 、 化 学 物

質 の 暴 露 下 にお け る研 究 が必 要 と考 え ら れ た。 そ こ で 、 現 在 、 化 学 物 質 の負 荷 の あ る 日 常 生 活

で の患 者 の 状 態 を、 携 帯 型小 型 コ ンピ ュ ー タ に よ り 評 価 す る ＥｃｏｌｏｇｉｃａＩ Ｍｏｍｅｎtａry Ａssｅssｍｅｎt

の 手 法 を用 い て 把 握 し、 現 実 に よ り 近い ＭＣＳの 病 態 を 明 ら か にす る 試 み を 開 始 して い る 。
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロシンポジウム②

皮膚科におけるシックハウス症候群

横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター皮膚科

山 川 有 子

横浜市立大学医学部皮膚科

高 橋 一 夫　 池 渾 善 郎

シックハウス症候群は新築の建築物内でホルムアルデヒドなどの揮発性有機化合物が原因と

なって粘膜刺激症状や精神神経症状、気道症状を訴える疾患であるが、皮疹の出現や悪化とい

う皮膚症状の報告は比較的少ない。一方、ＡＤが難治化、重症化傾向にある近年、ＡＤと化学

物質によるアレルギー反応やアレルギー様反応の間には何らかの関与が推測される。そこで横

浜市立大学医学部附属病院または横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター皮膚科に通院

中のアトピー性皮膚炎（ＡＤ）患者280例に住居環境と健康状態についてのアンケートを行な

い、ＡＤ患者における建築物内での諸症状の出現、悪化について調査を行った。その結果、13

例に住宅の新築または改築後に何らかの症状が出現または悪化していることがわかった。年齢

は７歳から９歳が2 例、20歳台4 例、30歳台5 例、40歳台と50歳台が1 例ずつであり、性別は

男８例、女5 例であった。症状としては皮膚症状の出現・悪化が7 例、眼、鼻、咽頭の粘膜刺

激症状が8 名､呼吸症状が2 名認められた。またこれらの症状に関与していると自覚している刺

激物質は、壁や床のにおいが5 例、塗料のにおいが4 例、エアコンをつけたにおいが4 例、防

虫・殺虫剤が2 例、家具のにおいが1 例､カーテンが1例であり、またほとんどの症例で換気に

注意していることがわかった。これら13 例のように住宅等の新築、改築後に明らかに諸症状

が出現、悪化した症例以外にも、壁や床のにおい、塗料のにおい、エアコンをつけたにおい、

防虫・殺虫剤、家具のにおいなどで皮膚症状、粘膜刺激症状、呼吸器症状、体の不調などが、

出現または悪化すると自覚しているＡＤ患者は40例認められた。今回我々は、典型的なＡＤの

悪化を見たシックハウス症候群の症例を紹介し、皮膚科領域でのシックハウス症候群について

若干の文献的考察も加えて報告する。
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロシンポジウム②

シックハウス症候群・化学物質過敏症の臨床的検討

渡辺一彦小児科医院

渡　 辺　 一　彦

【目　的】近年建物や生活環境由来の化学物質による健康被害、アレルギー疾患が増加してい

るので、医院においてその実態を調査した。

【方　法】受診した患者について新築、リフォーム等の生活環境を問診し、他の増悪要因を除

外し得、かつ様々な対策によって環境を改善し、症状の軽減を得られた症例をシックハウス症

候群・化学物質過敏症と診断した。

【結　果】2001 年3 月～12 月の期間に109 例（男25 例、女84 例）を得た。受診時の年齢は、14

歳以下の小児は60 例で、15 歳以上は49 例であった。前医で症状と誘発環境との関係を疑われ

た例は無かった。誘発症状は、小児ではアトピー性皮膚炎の増悪、発症を主訴とするのが38

例で、喘息の増悪、発症は13 例、眼・鼻・喉の粘膜刺激症状の悪化が2 例、それらに複雑な不

定愁訴が合併した多種性化学物質過敏症（以下ＭＣＳ）が6 例であった。 15歳以上ではアトピ

ー性皮膚炎、喘息の増悪例もあるが、それぞれ８例、６例と少なく、粘膜刺激症状は22 例、

ＭＣＳが10 例であった。

推定誘発状況・物質として、年齢を問わず、自宅の新築・リフォームが圧倒的に多く、一一部

に園や学校の新築、身の回りの化粧品、線香、スプレー剤、防虫剤、ペンキ、ワックス等及び

それらの複合例が挙げられた。「シックスクール症候群」は18 歳以下の17 例に認められ、7 例

はＭＣＳであった。

【考　察】生活環境の化学物質によって健康被害の発症・増悪が認められたので、日常外来に

おいては問診を重視し、化学物質の関与を積極的に検討する必要がある。暴露年齢により誘発

症状が異なっていることが認められ､ 特に小児ではアレルギー疾患の発症､ 増悪が特徴であり、

化学物質の何らかの炎症効果が予想された。また発症には遺伝的因子の存在も示唆 された。重

症なＭＣＳについては、自宅ばかりでなく公共建築物とくに学校・園の環境にも対応が迫られ

ていると考えられた。
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職業・環境アレルギー誌　10 丿 ）2002

ロシンポジウム③

アスピリン尋麻疹およびNSAIDS による

即時型アレルギー反応の増強について

三田市民病院皮膚科

原　 田　　　 晋

アスピリン葦麻疹とは基本的にはアスピリンやその他の酸性系NSAIDS の服用によって生じ

る暮麻疹を言う。食品中に含まれる防腐剤・着色料・保存料等との交叉反応性も論じられてお

り、そのような症例では特にNSAIDS を服用しなくても、防腐剤・着色料・保存料等の摂取に

よって日常的に葦麻疹を生じうると考えられている。 また、その発症機序として即時型アレル

ギー反応の関与は否定的であり、むしろ不耐症的な機序によって発症するとの考え方が主体で

あるが、本症は未だ様々な点において未解明な部分の多い疾患である。そこで今回我々は、ア

スピリン負荷試験で陽性をきたした葦麻疹～血管浮腫の10 症例を集計し、その病態の解析を

試みた。その結果、アスピリン葦麻疹では臨床的に様々な点において多様性が存在する事が確

認されたＯ従来、アスピリンによる過敏反応の臨床症状は①喘息、②葦麻疹、③喘息十葦麻疹

の３群に大別され、いずれもアラキドン酸カスケードにおけるシクロオキシゲナーゼ阻害作用

が発症に関与するとの考え方が主体であったが、今回組験した症例における臨床的多楡吐から

はアスピリン葦麻疹では種々の作用機序に基づくものが包括されている可能性を疑った。

一方、食物アレルギーや葦麻疹型薬疹等といったlgE を介した即時型アレルギー反応におい

ても、アスピリンやその他のNSAIDS の同時服用によって症状が誘発ないし増強するといった

症例の報告が近年増加しつつある。アスピリン葦麻疹という疾患は非アレルギー的な機序に基

づいて発症すると考えられているが、NSAIDS が即時型アレルギー反応を増強する場合もアス

ピリン葦麻疹の発症と似通った機序で作用しているのか、またNSAIDS による即時型アレル

ギー反応の増強はアスピリンという薬剤自体の因子によるものか、患者個体側の因子によるも

のか等の疑問点も存在しており、このような症例におけるNSAIDS の関与の機序の解析には今

後更なる検討を要するものと思われる。

一 一

18



職業・環境アレルギー誌　10（l）2 ０02

ロシンポジウム③

尋麻疹を伴う皮膚疾患におけるＮＳＡＩＤＳの影響について

横浜砲立大学医学部皮膚科

猪 又 直 子　 相 原 道 子　 池 渾 善 郎

葦麻 疹 を皮 膚 症 状 と し て 有 す る疾 患 にお い て 、 ア ス ピ リ ン に代 表 さ れ る ＮＳＡＩＤs の 関 与 は以

前 か ら指 摘 さ れて い る。 近年 、 ア ス ピ リ ン不 耐 症 に よる 葦 麻 疹 、い わ ゆ る アス ピ リ ン葦 麻 疹 の

他 に 、 運 動 誘 発 ア ナ フ ィラ キ シ ー や 食 物 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー （Ｆｏｏｄ-ｄｅｐｅｎｄｅｎt

ｅｘｅrcisejnd ｕｃｅｄ ａｎａｐｈylaｘis, 以 下　 ＦＤＥＩＡ） に お け る ア ス ピ リ ン の 増 強 作 用 な どが 報 告 さ れ て

い る。 ＦＤＥＩＡ で は 、 ア ス ピ リ ン が 単 に症 状 を 増 強 させ る だ け で な く 、 ア ス ピ リ ン 内 服 後 に エ

ビ や 小 麦 な どの 原 因 食 物 を摂 取 し た場 合で も症 状 が 誘 発 さ れ た症 例 や 、 ア スピ リ ン を 内 服 し小

麦 摂 取 後 に 運動 負 荷 の よう に３者 が そ ろ っ て は じ め て 誘 発 さ れ た 症 例 が 当 科 お よ び他 施 設 か ら

報 告 さ れ て い る 。 また 、 最 近ＦＤＥＩＡ を 疑 っ た 症 例 に お い て 、 食 物 や 食 物 摂 取 後 運 動 負 荷 で は

誘 発 され ず 、 ア スピ リ ン内 服 後 食物 摂 取 の 場 合 に だ け 誘 発 さ れ た症 例 を 経 験 し た。 今 回 、 前 述

し た症 例 を含 め 、 当 科 で 経 験 し た ア ス ピリ ン の増 強 作 用 が み と め ら れ た 皮 膚 疾 患 （ＦＤＥＩＡ、 食

物 アレ ル ギ ー、 慢 性 葦 麻 疹 、 葦 麻 疹 様 血 管 炎 な ど） を 紹 介 し 、 文 献 的 考 察 を 加 え て 報 告 す る 。

19



職業 一環境アレルギー誌　100 ）2002

ロシンポジウム③

食物依存性運動誘発アナフィラキシーの疫学

横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター小児科

相　 原　 雄　 幸

はじめに：食物依存性運動誘発アナフィラキシー(ＦＥＩＡｎ)はこれまでに本邦で約100 例が報告

され、近年増加傾向がある。しかし、一般にはその浸透度は低く、疫学調査はほとんどなされ

ていない。そこで、今回ＦＥＩＡｎの疫学についてアスピリンの関与も含め調査したので報告する。

対象および方法：対象は横浜市立中学生ならびに神奈川県立高校生である。方法は、関係機関

の了解のもとに全学校養護教諭に対してアンケートを実施した。中学校は平成11 年、高校は

平成13 年に調査した。その内容は生徒のアレルギー疾患罹病状況、ＦＥＩＡｎとＥＩＡｎ罹病生徒の

有無と個別の情報、さらにＦＥＩＡｎの疾患概念の浸透度についても調査した。調査結果は個別に

確認した。また、希望者についてはアレルゲン解析・誘発試験などを行ったｏ

結　果：全横浜市立中学校045 校）の調査では、有効回答は130 校（89.7％）であり、対象

生徒数は76,247 名（男：女＝39,697 : 36,550）であった。 ＦＥＩＡｎが疑われた生徒は13 名（男：

女＝11:2 ）、罹病率は0.017％であった。一方、全神奈川県立高校066 校）の調査では、138

校（83.1％）から回答が得られ、対象生徒数は104,701 名（男：女＝51,694 : 53,007）であっ

た。 ＦＥＩＡｎ罹病生徒は９名（男：女＝６：３）、罹病率は0.0086 ％であったｏ個別調査の結果で

は、原因食物としては小麦、エビ・カニが多かった。誘発試験は９例中８例に陽性であった。

さらに、アスピリンなどのＮＳＡＩＤsにより、臨床症状の誘発や憎悪をみた症例はなかった。し

かし、皮膚試験においてアスピリンにより増強効果を示す症例が認められた。また、養護教諭

におけるＦＥＩＡｎについての浸透度も高くなかった。

結　語: ＦＥＩＡｎの罹病率は約9,000 人に一人と少なく、日常生活における症状誘発への

ＮＳＡＩＤsの関与は、明らかではなかった。

－20 －
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロシンポジウム③

ＮＳＡＩＤＳ不耐症とアラキドン酸カスケード

I) 国立相模原病院アレルギー臨床研究センター　2) 富山医科薬科大学第１内科

東　 憲孝1),谷口正実1),河岸由紀 男1)2)，

三田晴久1),秋 山一男1)

ＮＳＡＩＤs不耐症 には気 道型 と皮疹 型の２型が あ り、両 者の合 併は極め て まれであ る。 ＣＯＸ-I

阻害作用 の強度 に応 じて症状 の悪 化 を認め る一方、選択 的ＣＯＸ-2 阻害薬 では、安 全 に使用で

きる ことが報告 され、ＣＯＸ-1 阻害薬過敏症 といえる。 また 、ＮＳＡＩＤs投与 後に不 応期 が生 じ、

他のＣＯＸ-1阻害薬に対 して も耐性 となることが 知られている （ＣＯＸtｈｅｏry）。

ＮＳＡＩＤs不耐 症の病態にア ラキドン酸代 謝産物 であ るｃytｅｉｎyl-leｕkotrｉｅｎｅs（ｃys-ＬＴs）が大 き

く関与 している。 Ｓａｎａｋ （ポーラ ンド）らは、ＬＴＣ４合成酵 素（ＬＴＣ４Ｓ）遺伝子 のＡＴＧ翻訳 開始 点

から444 塩 基上流 のプ ロモ ーター領域に アデニ ン（Ａ）が シ トシ ン（Ｃ）に変 異した 一塩 基置

換（ＳＮＰ）がみれれ、そ れがＬＴＣ４Ｓの過剰発現 を誘導 し、ＡＩＡの病態 と関 連してい るこ とを報告

した。 しかし、その後のＶａｎ Ｓａｍｂｅｋら （米国）やＫａｗagishiら （相模原） の報告では、 この遺

伝子多型と アスピリ ン過敏との関連性 については否定的であ ることが明 らかにさ れた。 皮疹型

について も同様に、この遺伝子多型との関連性は否定 されてい る。

Ｃys-ＬＴsの最終代 謝産物である尿 中ＬＴＥ４は、生 体内におけ るｃys-ＬＴs生成量 の総 和 を反映 し

てい る。安定期ＡＩＡ患者におけ る尿 中ＬＴＥ４濃度 は、非 ＡＩＡのそ れに比 し、有意 に増加 してい

る。 しかし、この尿中ＬＴＥ４排泄完進は、ＡＩＡ患者のすべ てに認め られるわけ では なく、逆 に、

好酸球増多 、重症喘息群、鼻茸 ・副鼻 腔炎合併例 といったＡＩＡ類似 の臨床 病態 を呈 した非ＡＩＡ

患者 におい て も認めら れることか ら、ｃys,ＬＴsの過剰産 生その もので、 アスピリ ン過敏 を説明

するこ とはで きない。

次 に、ＮＳＡＩＤs負 荷時、非ＡＩＡ の尿中ＬＴＥ４濃度 は、明らかな増加 を認めないの に対 し、ＡＩＡ

では、ＮＳＡＩＤs負荷後、尿 中ＬＴＥ４濃度の著増 を認め る。 一方、ＮＳＡＩＤs皮疹 につ い ては、負 荷

後ＬＴＥ４の尿 中排泄 量の変化 につい ては明らかに されてお らず、現 在、わ れわれ も検討 中であ

るが、 一部のＮＳＡＩＤs 誘発皮疹患 者でａspirin負荷後 に過剰 なＬＴＥ４排泄充 進を きたす こと を確

認 している。 また、ＡＩＡ同様、 ロイコトリエ ン受 容体措抗 薬がその症状お よび予防 に有効 であ

るこ とが明らかにされている。

次に、気道局所におけ るｅｉｃｏsａｎｏｉｄsの関与 について は、 われ われの成績 ではＡＩＡ群で喀痰 中

ＰＧＤ２濃度が有意に増加 していた。既報 と考 えあ わせる と気道局所 におけ る活性化 肥満細 胞に

はＣＯＸ-2が誘導 され、PGD2 へ の産生ベ クトルが 高 まってい ると理解で きる。

以上、 アスピリン喘息 におい て もｃys-ＬＴs をはじめ とす る脂質 メデ ィエ ー ターが その病 態 に

大 きく関与 しているが､ 未だ十分解明 されている とは言 い難く、今後の知 見の集積が待 たれる。

－21－



職業・環境アレルギー誌　10（I）2002

ロシンポジウム③

ＮＳＡＩＤＳで悪化するアレルギー疾患一耳鼻咽喉科の立場から

大阪大学医学部保健学科

荻野　 敏　 角谷 千 恵 子

アスピリンなどのNSAIDS で悪化、発症する疾患の一一つにアスピリン喘息（ＡＩＡ）がある。

ＡＩＡの3 主徴は喘息、アスピリン過敏、鼻茸である。鼻茸の合併率は極めて高く、60 ～95 ％と

報告されている。耳鼻咽喉科としても、鼻茸や副鼻腔炎を伴うことが多いことから当科を初診

する症例も多く重要な疾患である。またアレルギー性鼻炎様のくしゃみ、鼻水、眼のかゆみを

訴える症例も少なくない。当科における以前の検討では、鼻茸を有している患者の25 名に1 名

がＡＩＡであった。鼻茸中には好酸球の浸潤が著明であり、鼻汁中、末梢血中にも好酸球は増加

しており病因と何らかの関係を有していると思われる。嗅覚障害も早期から見られる症状であ

り難治性である。手術を行っても鼻茸の再発率は高い。再発予防にはステロイド薬が有効であ

る。 ＡＩＡはNSAIDS 以外にも歯磨き、漬け物、カレー等により悪化する症例も認められ、治療

するに当たり生活の指導が重要な位置を占めると思われる。

一 一
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロシンポジウム③

アスピリン喘息の病態の特徴一発症機序との関連からー

藤田保健衛生大学医学部　呼吸器内科・アレルギー科

榊　 原　 博　 樹

アレルギー疾患で はない が、ＮＳＡＩＤs自体 が過敏反 応の引 き金となる疾患 とし てアスピ リン

喘息 がある。 アスピリン喘息 の病態 の特徴は以 下のように まとめら れる。

Ｏ 喘息 発作のトリ ガーはＮＳＡＩＤsに よるシ クロ オキシゲナーゼ （ＣＯＸ-1）阻害であ り、 これ

を引 き金にして激しい 過敏反 応が惹 起される。

２）気道 には肥満細胞 と好酸球 が増加 してお り、特に好酸球 の増加 が著 しい。

３）最終 メディエ ータとしてはシステ ィニル・ロ イコトリエ ン （ｃysＬＴs）が重 要である。 その

産生細胞 は気道局所 の好酸 球と肥満細胞であ り、両者 のＬＴＣ４合成酵素 の発現 は著明 に増加

し てい る。 ＬＴＣ４合成酵素 の発現 増加には同酵 素の遺伝子 のプロモ ー タ領域 の多 型性が 関与

し ている という指摘がある。

４）過敏反応 の発現 には肥満細胞 の活性化 も関与 している。

５）内因性 の発作 防御 因子 としてＰＧＥ２が重要 な役割を担ってお り、ＰＧＥ２ ａｄｄｉｃtedな状態 にな

っ てい る。過敏 反応 の発 現にはＰＧＥの減少 とい うス テップ が重要であ り、ＰＧＥの減少 が起

こら ない限 りｃysＬＴsのよう な収縮性 メデ ィエ ータの遊離 も過敏反応 も起こら ない 。

６）選択ＣＯＸ-2阻害薬 には過敏反応 を示 さない。

以 上の根拠 となる主 要な文献 の解 説と共に 演者らの成績 を紹介す る。す なわち、 アスピリン

喘息 の誘発喀痰 中の好酸 球は有 意に増 加してい る。 アスピリ ン喘息 の末 梢血好 酸 球のCD11b

発現 はアスピリ ンにより特異的 に増加する。 アスピ リン喘息 の尿 中ロ イコ トリエ ンE4 は高値

であ り、 アスピリ ンの投 与で さらに増加する。 呼気水 分中 のｃysＬＴsお よびＰＧＥ ２ 濃度 は健康

人や非 アスピリ ン喘 息 より高値 である。 アスピ リン喘息 の気道 はａｄｅｎｏsine 5'-ｍｏｎｏｐｈｏsphatｅ

( 肥満細胞刺激物質) の吸入に特に過敏である。
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ロー般演題　１

職業・環境アレルギー誌　10（I）2002

職業性小麦粉アレルギーの３例

○星野多美、内田博実、岡滓光芝、榊原博樹（藤田保健衛生大学　呼吸器内科･

アレルギー科）　曽和順子、松永佳世子（同　皮膚科）　内藤健晴（同　耳鼻

咽喉科）　上平知子（上平整形外科･内科）

小麦粉を扱う職場では､ 気道､ 皮膚､ 眼等にアレルギー疾患が時に発生する。

異なる病像を呈した職業性小麦粉アレルギーの３例を経験したので呈示する。

＜症例1 ＞28 歳男性、製パン業、清掃業。現病歴:23 歳でパン製造に従事。 24

歳より仕事中に咳瞰、喘鳴が出現。 25歳で清掃業に転職し、パンエ場で作業時

に咳n軟が出現した。総lgE64.81U/mlo lgE RAST クラス小麦3 ．小麦粉抗原液皮

内テスト及び吸入負荷試験回 生。メサコリン吸入試験誘発同値2500 μg/ml。

＜症例2 ＞25 歳男性、ケーキ製造業。現病歴:19 歳よりケーキ製造業に従事。

22 歳より手指の掻岸感、皮診が出現し、小麦による接触葎麻疹、接触皮膚炎と

診断された。 24歳で咳瞰、喘鳴が出現した。総lgE 2310 1U/mlo lgE RAST ク

ラス 小麦5 ．ブリックテスト、パッチテスト小麦粉陽性。小麦粉抗原液皮内テ

スト及び吸入負荷試験陽性。メサコリン吸入試験誘発同値1250 μg/ml。

＜症例3 ＞25 歳男性、ケーキ製造業。現病歴:16 歳よりパン製造 に従事。24

歳より仕事中に鼻汁、鼻閉、くしゃみが出現。ケーキ製造業に転職した力句乎吸

困難も伴うようになった。総lgE 30.9 1U/mlo lgE RAST クラス小麦2 ．小麦粉

抗原液皮内テスト陽 生。吸入負荷試験では１秒量の低下は認められなかったが、

くしゃみ､ 鼻汁､ 鼻閉が出現した。メサコリン吸入試験誘発閔値20000 μg/ml。

小麦粉によって症例１は気管支喘息、症例２は接触葎麻疹、接触皮膚炎及び

気管支喘息、症例３は鼻アレルギーを発症した。気管支喘息の発症に気道過敏

性の獲得が重要であることが示唆された。文献的考察を加え報告する。
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職業 一環境アレルギー誌　10 ボ　2002

ロー般演題　２

輸入牧草運搬業者にみられた通年性牧草喘息の１例

○宮本　孝行、小林　　仁、佐藤　温子、吉田　　匠、黒田　　晋

鹿内　俊樹、毛利　孝、谷藤　幸夫、山内　広平、井上　洋西

(岩手医科大学　 第３内科)

近年、牧草輸入増加とともに取扱量も増えている。輸入牧草は、花粉を含み、

その取扱業者は通年性に曝 露されることになる。我々は、輸入牧草搬送業者に

みられた通年性の花粉喘息患者を経験したので報告する。

【症　例】　27 歳、男性。

【既往歴】 アレルギー性鼻炎。

【家族歴】 特記事項なし。

【職業歴】 運送業。

【現病歴】 平成１２年８月より、トラックによる輸入牧草〔イネ科〕の搬送を

はじめた。その後、搬送の際、牧草の取扱中に、咳楸発作が出現するようになっ

た。同１２月頃より、咳楸 発作とともに呼吸困難が出現し、近医受診し、感 冒

として外来治療をうけていた。平成１３年４月中旬頃から症状の増悪とともに

夜間の呼吸困難が出現するようになり、精査目的で当科紹介となった。

【データ】lgE（RIST）11531U/ml,RAST score では、イネ科6 、

カモガヤ６ブタクサ4 、HD2、ダニ2 、とイネ科花粉に強陽性を示した。

メサコリン過敏性 は陽性で、ピークフロー 値日内変動が20% 以上であること か

ら、牧草によるアトピー型気管支喘息と診断した。

【経過】　花粉症では減感作療法が有効であることから、減感作療法と

ステロイド療法を開始したところ、症状は軽快している。
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ロー般演題　３

高本 公

紙加工場従業者にみられた職業性喘息の１例

（ 高本医院 ）

職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

【症例】　24 歳の男性

【既往歴】８歳より小児喘息が発症したので当院にてハウスダストによる特異的

減感作療法を実施したところ奏効し、その後経過は良好であった。

【職業歴】平成６年４月より紙加工場に従事している。

【現病歴】紙加工場に従事後約５年経ってから喘息症状を訴えるようになり、

次第に憎悪するため、平成11 年10 月８日に当院を受診した。

作業内容は製紙工場から送られてくる原紙に文字や図柄を印刷するこ

とで、その時紙面に付着した粉塵が多量に飛散し床面が白くなるほど

だということであった。

本症例は紙加工作業により発症した職業性喘息と考えられたので、

アレルギー学的検索を実施した。

【データ】血清lgE 値は8281U/ml と上昇を示し、アレルギー皮内反応は杉材

エキス、ハウスダストに陽性を示し、杉材ニキスによる皮内反応陽性

閥値は10 万倍であった。ｌｇＥＲＡＳＴではスギ花粉、ヤケヒョウダユは

クラス3 、コナヒョウダニ、ハウスダスト１はクラス２を示した。

【経過】　検査の結果本症例に杉材エキスによる特異的減感作療法を実施した

ところ、約３ヶ月で改善され、維持療法継続中である。
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロー般演題　４

職業 性そ ば アレル ギー2 例の 現況

○中 村　 晋lj 、　 山 口道 也2 ）

（j東 松 山 市・前 大分 大学 、２さい たま 市・ 山ロ クリニ ック）

職業 性そ ばア レル ギー 第 １例 の報告を した のは1969 年 であっ た。そ の後

1989 年 われ われは 深大 寺そ ば名店 自営業 者の本症 を経 験し第18 回本学 会

で 報告 した。今 回 そば アレル ギー 予後調 査に際 しこれ らの 現況を把握で きた

rｙ･､ヴ?旭生!　 サＴ ／八４ﾀ 右゙ 刻ln ふもI
、

リノｋ’1嘔石` し、４＝1‾T‾1/ノ45多只ｔyJH ／へ_j,ｖ ‘ｏ

【症例 】第 １例 は1942 年生れ のそば調 理師。 !968 年 初診後 中華そば 専門に

転 向を 指導 した が家 庭の 都合 で 、靴下加 工｡｡ 運送業 、楽器 製造下請 と職業 を

換 え 、平 素 無症状 であ る が現在 もそば の暖 簾 を潜っ たり 、旅 行時そば を含む

菓子で 再発 、ｏｕt ｇｒｏｗはみて いない。 第 ２ 例は1945 年 生れのそば 屋店 主。

当初父 親 とそば 店を 自営 し本症 発症､ 父親 がそば 打 ち本人は 揚げ ものを 主 と

し、マ ス ク使用 とａｚｅｌａｓtｉｎｅ内 服で ｃｏｎtｒol できた。 父親 引退後は 自身 で

そ ば打 ち もせ ざ るを 得ず 、防塵 マ スク、仕 事着管 理を徹 底 しａｚｅｌａｓtｉｎｅ使

用 で吸 入 ｓtｅｒoid も気管 支拡 張剤 も使 用せず ｃｏｎtｒol 、 現在も盛業 中。

【考 察 】（1 ）そ ば の 抗原性 は われわれ の 知る 最 も殆烈 な もので 典型的lgE

型 アレル ギーを 惹起す る。そば の調理師 のほ か製粉 、製麺 、販売者 、さらに

そば に曝 露 され てい る家 族 （小児） の発症 も共同 研 究 （1973 ） で確認 され、

ア レル ギー 発症 におけ る 環境 の影響 の貴重 な人体 ｍｏｄｅｌ である。（2 ）職業性

発 症にお い て も一般 のそ ばア レル ギ一 同様 経 口的 発症 もあ り、個体 生体の ア

レル ギー反応 と理解す べ きも のであ る。（3 ）そば の抗原 性 の強さに も拘 らず

従業 者 の抗 原 曝 露 への 対応 宜 しきを 得 れ､ば 抗 アレ ル ギー剤 使用 程度で 吸 入

ｓす.ｅｒnid な い に気 管支 拡張剤 な しに症状 ｃｏｎtｒo1 が でき る。転職で 無症状 と

な るが感 作状 態 は長年 月 保持 され、不図 した 抗原曝 露 で発症す る。減感作 は

現 在提 供さ れる 抗原液 で は危険 と考 え実施 しない。（4 ）大 企業中心 の労働 行

政 の盲点 とな っ てい るの が個 人～中小 企業 に多 発す る職 業 アレル ギーで､ 今

後公 衆 衛生 ～産業 医学 上 の疫学 調査 と対応 が最 も必 要な分 野である。
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ロー般演題　５

職業・環境アレルギー誌　10（0　2 ０02

喘 息 通 院 患者 にお け る 職業 起 因 性 の 検 討

○舟越光彦、田村昭彦(九州社会医学研究所)

はじめに　職業性喘息（以下､0A ）は､欧米では職業性呼吸器障害として最も頻度の

多い疾患である。しかし、我が国の労災統計では、職業性呼吸器疾患の認定例の大

半は塵肺でありOA の頻度は少ない。また、我が国では、感作性物質曝露労働者の

疫学研究はあるものの、一般集団での疫学研究は殆どなく、OAの実態の把握が不十

分な状況である。そこで、今回、外来患者を対象に成人喘息に占めるOA の頻度の

検討を行った。

対象と方法　2000 年10 月16 日から同年12 月31 日の期間に、福岡市内総合病院の

呼吸器専門外来を受診し、専門医から喘息の診断を受けた成人喘息患者（20 －60

才）全員を対象に、自記式調査を行った。調査内容は、１）アレルギー疾患の既往、

喘息の家族歴、喫煙、ペットの飼育歴、２）小児喘息の既往と緩解の有無、３）喘

息の発症時の職業と曝露物質、仕事と発作との関連についてである。職業起因性の

判断は、NIOSH のクライテリアで判断した。即ち、①喘息の診断、②ある職業への

新規就労後に発症し、作業日に発作があり、少なくとも初期のうちは休日には改善、

③既知の喘息原因物質の曝露があることの３点に関して、①と②と③の全てを満た

す場合に「職業喘息」、①と②のみ満たす場合を「関連疑い」、それ以外を「関連な

し」と定義した。さらに、「職業喘息」と判断されるケースについては、詳細な問

診を同一の看護婦が聴取した。

結果　75 名が回答（回答率47.2 ％）し、「職業喘息」５名（全体の6.7 ％；消毒業 ２

名、生花業１名、美容師１名、ペット店１名）、「職業関連性疑い」12 名、関連なし

59 名であった。今回の研究では、例数が少なく、曝露物質の同定ができていないこ

とや、過去の曝露の状況を尋ねる質問内容であるためリコールバイアスの関与とい

った研究方法の限界はあるが、「職業喘息」と考えられるケースが成人喘息の6.7 ％

あり、我が国でも欧米と同程度の職業喘息の罹患があることが示唆された。
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職業・環境アレルギー誌　10 ぐい　20０2

ロー般演題　６

TGF-βの中和によるディーゼル排気微粒子が誘導する気道のリモ

デリングの制御

○田下浩之、山下直美、石田博文、中野純一、宮坂　崇、大林王司。

中島幹夫、金子富志夫、大田　健　（帝京大学医学部内科）

〔目的〕 我々はこれまでに、DEP 曝露モデルおよび抗原特異的喘息モデ

ルで気道のリモデリングを評価する系を確立してきた。このリモデリン

グの形成にTGF- βが関与しているかを明らかにすることを目的とした。

〔方法〕A/J マウスを1) 無処置　2)DEP点鼻　3)DEP点鼻十抗TGF- β中

和抗体　4)DEP点鼻十sham lgG　の４群に分け検討に用いた。リモデリン

グは基底膜下組織の肥厚で評価し､気道肥厚係数を計算して定量化した。

気道過敏性はAch 吸入前後の気道抵抗をプレシスモグラフボックスを用

いて測定した。

〔結果〕DEP 投与によりマクロファージを中心としたBALF 中の細胞数の

増加を認め、さらにマクロファージはDEP を貪食し活性化している所見

が認められた。肺組織では気道上皮細胞の傷害がDEP 投与群で認められ

た。この細胞浸潤、上皮細胞の変化、基底膜下組織の線維化は抗TGF- β

中和抗体の投与により有意に抑制された。

〔総括〕DEP は気道上皮細胞およびマクロファージの活性化を介して気

道過敏性の充進を誘導するが、TGF-βの中和によって制御可能であるこ

とが示唆された。
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ロー般演題　７

職業 一環境アレルギー誌　10（1）2002

上葉優位型肺線維症(IPUF)における粉塵吸入との関連性について

濁協医科大学　呼吸器アレルギー内科:

○ 三好 祐顕、石井 芳樹、福田 健

目的、方法:IPｕF 4 症例について特に粉塵暴露歴と病理組織所見の関連

について検討した。結果:(症例1)38 歳、男性、テストドライバー、粉塵

暴露歴あり、喫煙なし。気胸手術時の肺切除にて胸膜直下の非特異的線

維化を認めた。(症例2)58 歳、男性、タクシー運転手、粉塵暴露歴あり、

喫煙あり。気胸歴あり、胸腔鏡下肺生検の結果、胸膜直下の非特異的線

維化を認めた。(症例3)52 歳、男性、プレスエ、粉塵暴露歴あり、喫煙

なし。両側気胸歴あり。 ｃr で胸膜直下の帯状の線維化を認めた。(症例

4)70 歳、女性、主婦、粉塵暴露歴なし、喫煙なし、気胸歴なし。 ｃｒ で

胸膜直下の線維化を認めた。４症例とも胸郭は扁平で胸郭前後径/肺の上

下長比は、それぞれ0.53,0.72,0.55,0.56と低値であった。結論:4 症例とも

身体的素因を認め、１ 例を除き粉塵暴露歴を有していた。２ 症例は病理

組織で胸膜直下の帯状の線維化を認めた。１ 例ではﾐ 明らかな粉塵沈着

を認め、粉塵吸入との関連が考えられたが、他の １ 例では粉塵沈着を認

めず、過去の文献報告もあわせて検討したが、粉塵吸入との関連は決し

て高いものではなかった。成因における粉塵吸入の役割については今後、

鉱物学的な検索も含め更なる検討が必要と思われた。
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロー般演題　８

３歳児のアレルギー・免疫指標に影響する環境因子の検討

吉田貴彦　旭川医科大学衛生学講座

［目的］ 環境ﾘｽｸ評価の指標として免疫学的検索法の実用性を検討してきた。今

回、３歳児の免疫指標と生活環境因子との相関を検討したので報告する。

［対象と方法］　関東地区２ヵ所で、ｲﾝﾌｫｰﾑ ﾄﾞｺﾝｾﾝﾄを得た３歳児を対象とした。

末梢血検査による免疫指標として総lgE 抗体価、抗麻疹lgG 抗体価、抗風疹lgG

抗体価、ｱﾚﾙ ｹﾞﾝ別特異的TgE 抗体価、IFNフ/IL-4 mRNA 発現比率を測定した。ｱﾝｹ

ｰﾄ調査票からｱﾚﾙ ｷﾞｰ自覚症状お よびｱﾚﾙ ｷﾞｰ診断既往、さらに調査票と検査からｱﾚ

ﾙｷﾞｰｽｺｱを算出し免疫指標とした。２地域の大気汚染状況を、また調査票より環境

因子を抽出した。家屋外環境因子として交通量の多い幹線道路、大規模ﾌﾟﾗﾝﾄの有

無を、家屋内環境因子として住居形態、新築家屋、塵埃を除去し難い床材質、寝

具形態、室内空気汚染する暖房器具、へ）卜保有、同居喫煙者につき検討した。

［結果及び考察］ 抗麻疹抗体価がＨ市で高くＹ市に低い傾向の地域差があった。

大気環境測定では二酸化硫黄、光化学ｵｷｼ ﾀﾞﾝﾄ、非ﾒﾀﾝ系炭化水素に地域差があり

影響した可能性もあろう。生活環境因子では、全集団対象では免疫指標と環境因

子に関連性を認めなかった。そこで第１出生児とｱﾚﾙ ｷﾞｰ傾向者の集団について解

析した。第１出生児集団で、幹線道路近接居住者にｱﾚﾙ ｷﾞｰ自覚症状が多くかつｱﾚ

ﾙｷﾞｰｽｺｱが高い傾向、大規模ｸﾞﾗﾝﾄ 近接居住者にｱﾚﾙ ｷﾞｰ診断既往が多い傾向、ｺﾝｸﾘ

ｰﾄ造家屋居住者にｱﾚﾙ ｷﾞｰｽｺｱ が高い傾向、寝具に布団を用いる群でIFN- ｙ /IL-4

mRNA 発現比率が高い傾向、同居喫煙者がある者で総lgE 抗体価が低くかつ抗風疹

抗体価が高い傾向が見られた。一方､ｱﾚﾙ ｷﾞｰ傾向者の集団では、へ）卜保有者でIFN-

ｙ /IL-4 mRNA 発現比率が高い傾向、同居喫煙者がいる群で抗麻疹lgG 抗体価が低

い傾向などが見られた。　３歳児健診受診の一般集団においても生活環境因子によ

ると考えられるｱﾚﾙ ｷﾞｰ･免疫指標への影響が検出されることが確認された。
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ロー般演題　９

職業・環境アレルギー誌　10（1）20 ０2

病院給食中フタル酸エステル類の残留実態調査

○伊藤由起1 、斎藤勲2 、高木健次1 、柴田英治1 、高木健三1 （1 名大医保

健、２愛知県衛研）

【目的 】フタル酸エ ステル （ＰｈＥ）類 は塩化 ビニル樹脂の可塑剤等広く使用さ

れてお り、その結果 として各種食品をも汚染 してい ることが知られてい る。 今

回我々は、日常的に喫食 されている食品の汚染実態 を把握 する目的から、病院

食１週間分の食事を 分析し、ＰｈＥ 類 の残留実態の調査を 行った。

【対象 と方法】名古屋 市内某病院に依 頼して１週間分 （2001 年 ７月）の食事、

計21 食を対象に ＰｈＥ 類 （フタル酸 ジブチ ル ＤＢＰ､フタル酸ブ チルペンジル

ＢＢＰ、フ タル酸ジェ チルヘ キシル ＤＥＨＰ、フ タル酸イ ソノニル ＤＡＮＰ）及び

アジピン酸ジェ チルヘ キシル ＤＥＨＡ の分析を行った。 分析に用い るガラス器

具及び塩化ナトリウム、フロリジルは200 ℃2 時間以 上加熱 して ＰｈＥ を除 去し

た後使用した。均 一試料 からアセトニトリル抽出、塩析による水層 分離、ヘ キ

サン洗浄、フロリジル＋ＰＳＡ カラムによる精 製、ＧＣ/ＭＳ により定量した。

【結果及び考察】病院 給食中 主に検出 された ＰｈＥ 及びアジピン酸は ＤＥＨＰ、

ＤＥＨＡ、ＤＢＰ で一部の食 事から ＤＩＮＰ が検出 された。 検出範 囲はＤＢＰ ＮＤ～

61.1ppb 、ＤＥＨＡＮＤ～12.4ppb 、ＤＥＨＰ １１.5～675ppb 、ＤＩＮＡ３.0` 1048ppb

であり、平成11 年度の同病院で行った １ 週間分の病院給食の分析結果と同様

な傾向であった。 ＤＥＨＰ につい ては厚 生労働省 が定める一日耐 容摂取量（ＴＤＩ）

に対する割合は平均8.5 ％であ った。 こ の病院 では 食事の調理過程でフタル酸

エ ステルを可塑剤として含 有する塩ビ製手袋を使用してお らず、この為病院食

中 のＤＥＨＰ の汚染 が低い 値であった もの と思 われた。
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ロー般演題　10

葎麻疹を主症状としたシックハウス症候群

○渡遷京子（茅ヶ崎徳洲会・皮膚科）

［ 症例］45 歳女性

［ 職業歴 ］36 歳～マンション販売事務。44 歳～画商事務。

［ 現病歴 ］マンション販売のためモデルルームや新築マンションで勤務するよ

うになった後、全身のかゆみ、葎麻疹が出没するようになった。2001 年 ３ 月

27 日初診、慢性尊麻疹として抗ヒスタミン剤の内服投 与等で経過をみていた0

10 月に画商に勤務し始めた直後より、かゆみ、壽麻疹が増悪し、喘息様の咳楸、

胃痛、嘔吐も伴うようになった。初期は新築マンションで仕事をしているとかゆ

みを生じる程度であったが、最近はデパートで買い物する位でかゆみ、蔀麻疹が

数日持続し、他人の整髪料のにおいでも調子が悪くなるなど、社会生活に支障を

きたしている。

［ 検査 ］ 血算　好酸球軽度増多。生化学　ＬＤＨ 上昇。

［ 貼布試験 ］ ホルムアルデヒド弱陽性。トルエン、スチレン陰性。

［ 室内空気調査 ］ 現在の事務所のカーペット、本棚などより、ホルムアルデ

ヒド、トルエンが高濃度に検出。

［ 経過 ］ 事務所については換気と消臭ゲルやフイルムで対応しているが、皮

疹は出没をくり返している。
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ロー般演題　11

職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

小学校校舎改修後の室内空気質調査と化学物質過敏症

つ原田幸一、上田　厚（熊本大学・医・衛生学）

旧 的 ］ 某小学 校校 舎改修後 に 入室し学 習を 開始し た小学生 の一 人に化 学物 質

過敏症 の症状が みられたｏこの原 因として 教室内 異常 空気質 の存在が疑 われた。

そ こで原 因空気質 を特定 するため室内 空気質調 査をお こなっ た。

［経過］2002 年 ２ 月11 日：改修工事 終了 。２月14 日：生徒入 室学習 開始、 当

日午後 、一 人の生 徒が 「にお いが強い 」と感じ た。同生 徒に顔面 の紅潮 がみ ら

れた。２ 月15 日 ：午前、症状悪化。 職員 室で の学習。２月18 日 ：クリニッ ク

にて同 人は 「シッ クハウ ス症候群」と診断 されるo これ以来休校 状態。２月20

日：同じ クラス の生徒は、以 前のプレハブ 教室に戻る。

［方 法］３月 ９日 に小学校 に赴 き、８時20 分から ９時までド アや窓 を開放し た。

その後 ５時 間締 切り状態 とした、締 切り後、気 中ホルム アル デヒド を、Sep-Pak

XpoS ｕre Aldehyde Sampler（ウオーター社製）で捕集 し ＨＰＬＣで分 析した。 揮発性

有機化 合物（ＶＯＣs）は､ＴｅｎａｘTA 管（ジ ーエルサ イエン ス社 製）で 捕集 し ＧＣ/MS（ヒ

ュー レット パッカード 社製、6890 シリ ーズ）を用いて 分析した。

［結果1　 教室 内 のホル ムアルデ ヒド 濃度は14.6 μg/m3 であ り厚労 省 の指 針 値

（100 μg/m3 ） を超え なかっ た。 なお 、 アルデヒ ドサ ンプ ラ ーにて 捕集 さ れた

未知 アルデヒ ド 物質 に由 来する と考え らる ピー クが ＨＰＬＣ クロマ ト グラ ム に

出現 した。 揮 発性有機 化合物 ではト ルエ ン濃度 が192 μg/m3 で あ り、厚 労省

指針値 （260 μg/m3 ） に近 かったo t-ＶＯＣs は2H9 μg/m3 であ り、厚 労省 の参

考値 （400 μg/m3 ）を超 えていた。

［考察］ 高濃度 で測 定さ れたとトルエ ンや 未知 アルデヒ ド様 物質が 原 因の一 端

であ る のか 、確認 はでき なかったが 、本人 の素因と の関連で検 討を深 める 必 要

があ る。
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職業 一環境アレルギー誌　10（1）2002

ロー般演題　12

ガスボンベ再生工に発症した化学物質過敏症(CS)の１例

○ 道端達也( 玉島協同病院内科)

［ 症 例 ］ ４ ５歳 男 性 ［ 主 訴 ］ 胸 痛 ， 痰 ， 頭 痛 ［ 職 業 歴 ］ ９ ５ 年 ７

月 よ り ， ガ ス ボ ン ベ 再 検 査 工 場 に 勤 務 し ， ボ ン ベ の 清 掃 ， ガ ス 圧 検 査

等 を 行 っ て い た ． ラ ベ ル 剥 ぎ や 塗 装 に 有 機 溶 剤 を 使 用 し て い た.

［ 現 病 歴 ］ ９ ５ 年 ９ 月 頃 よ り ， 咳 ， 痰 あ り ． そ の 後 ， 下 痢 ， 胸 苦 ， 意

識 障 害 等 あ り ， 何 度 か 入 院 し 検 査 を 受 け る も 特 に 異 常 は 見 つ か ら な か

っ た ． そ の 後 も 多 彩 な 症 状 が 出 現 レ 多 く の 医 療 機 関 を 受 診 後 ，01 年

４ 月 １ ８ 日 当 院 初 診 ． 訴 え は ， 頭 痛 ， 胸 痛 ， 動 悸 ， 咽 頭 痛 ， 痰 ， 筋 肉

痛 ， 関 節 痛 ， 下 痢 ， 腹 痛 ， 不 眠 ， 集 中 力 低 下 ， 知 覚 異 常 等 多 彩 で あ っ

た ．［ 身 体 所 見 ］ 胸 部 聴 診 に て ， 肺 副 雑 音 ， 心 雑 音 な し ． 肝 諦 腫 な レ

表 在 リ ン パ 節 触 知 せ ず ．四 肢 腱 反 射 異 常 な レ ［ 臨 床 検 査 所 見 ］R13C 523

μ/I Hb 16.3g/dl Ht 48.1 ％ ＭＣＶ ９１ ｎ ＭＣＨ ３１.1Pg　MCHC 33.8 ％WBC 5600 μ/1

（Ｎｅｕ 56 Ly 41 Mo 3 ％）. TP 7.5 Alb 4.7 T-B11 0.７ ＺＴＴ ５.1 GOT 21GPT 21 ALP

203 LDH 334 ChE 7526 7 -GTP 30 UA 6.5 BUN 14.2 Cr 1.1 ［負 荷 試 験 ］ ク リ

ー ン ル ー ム に て ， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ， ト ル エ ン ， キ シ レ ン の 負 荷 試 験

を 行 っ た ． 微 量 の 負 荷 物 質 と ， 対 照 に 化 学 物 質 を 含 ま な い グ リ ー シ ェ

ア を ラ ン ダ ム に 負 荷 し た ． ３ 物 質 と も ， 症 状 が 再 現 し た が ， クリ ー ン

エ ア で は ，症 状 が み ら れ な か っ た ．以 上よ り ，Ｃ Ｓ と 診 断 し た ．［考 察 ］

本 例 は ， Ｃ Ｓ と 診 断 さ れ る ま で ， か な り の 年 月 を 費 や し て お り ， 疾 患

概 念 の 普 及 と ， 一 般 臨 床 で も 利用 可 能 な 検 査 方 法 が 望 ま れ る ．
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ロ ー般演題　13

職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

環境クリーンルームにおける化学物質過敏症の診断

○岡田千春，木村五郎，春摘誠，坂口基，宗田良，高橋清（国立療養所南岡山病院

アレルギー科）

【目的】微量化学物質を吸入するだけで頭痛，目の痛み，四肢のしびれ，咳楸，呼

吸困難などの多彩な症状を呈する症例があり化学物質過敏症（ｍul tiple chemical

sensHi ｖity : MCS）と呼ばれている。しかし，この疾患の発症のメカニズムも病態

も不明な点が多く診断方法，治療法も確立しているとは言い難い。このため，2002

年４月に国立療養所南岡山病院に開設された環境クリーンルームを利用し診断法の

検討を行った。

【対象と方法】国立療養所南岡山病院アレルギー科をMCS 疑いで受診した23 名の

うち負荷テストの説明に同意した Ｈ 名に環境クリーンルームに入院の上負荷テス

トを施行した。揮発性化学物質（VolalHe Organjc Compo ｕnds : VOC）がほとんど

ないように調整されたブース室において厚生労働省の基準値の1/2 量のホルムアル

デヒド，トルエン，キシレンのdouble-blind random chaHenge test を行った。

負荷テストの判定は，自覚症状，酸素飽和度，心拍，血圧を指標として評価した。

【結果】負荷テストを受けた11 名のうち７名がいずれかの化学物質に対して症状

を示しMCS と診断された｡自覚症状を指標とした評価では陽性率は63.6% であった。

それぞれの化学物質ではホルムアルデヒドでは7.7% ，トルエンでは69.2% ，キシレ

ンでは53.8% の陽性率であった。発現する症状では，頭重 一頭痛が最も多く，つい

で目の違和感・痛み，胸苦・息苦しさ，四肢の痛み・しびれなどの順であった。酸

素飽和度,心拍, 血圧を指標とした評価では負荷の有無では差が認められなかった。

【結語】環境クリーンルームを使用した負荷テストでは，自覚症状を指標とした評

価では，陽性と判定される症例がありMCS の診断が可能であった。しかし，客観的

尺度の確立が必要と考えられる。
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ロー般演題　14

-

スギ花粉症により増悪したと考えられる気管支喘息の８例

○ 笛木真、笛木直人、下田隆也、田中義人、堀江健夫、多胡洋子、

笛本豊司、牧野荘平（上武呼吸器科内科病院）

スギ花粉症が気管支喘息の増悪因子であることは少ないといわれているが、近

年前田らが気管支喘､e遡悪例を報告している。そこで、我々もスギ花粉症、気管

支喘息合併例においてスギ花粉飛散時期に喘息症状増悪が見られる力瘤l討を行っ

た。

スギ花粉症と気管支喘息を剖井しており、スギ花粉飛散時期に花粉症々状出現

と喘息症状増悪をきたした８例を経験したので報告する。

【症例】年齢２９～７０歳、男性４例、女性４医 スギ花粉症、気管支喘息合併

例。スギ花粉症の発症年齢は２１～６０歳でいずれもスギ特異ｌｇＥ抗体陽陛、

重症度は中等症６例、重症２佃L 気管支喘息の発症年齢は１０～６４歳で重症度

は軽症６例、中等症２例。2002 年スギ花粉飛散時期では、花粉症々状発現は

２月２１日～３月１０日、喘息症状増悪は３月７日～３月２４日に見られ、花粉

症々状発現後喘息､増悪は５例、花粉症々状発現と同日に喘､e､増悪は３佃L 喘､e､増

悪の程度は軽度以下７例、中等度１例。

【まとめ】前田らの報告と考えあわせスギ花粉症は気管支喘息を軽度ないし中等

度悪化させる要因と考えられるが、今後さらなる検討をすすめたい。
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職業・環境アレルギー誌　10（1 ）2002

冬期に発症し原因が特定出来なかった過敏性肺臓炎の３例

太田真弓、石井芳樹、三好祐顕、朝倉琢磨、相良博典、福田　健

(狽協医科大学　呼吸器・アレルギー内科)

【症例1】72 歳男性．無職,喫煙歴あり，家屋木造築25 年,屋内に

て観葉植物栽培, 加湿器使用中.H11 年より近医にて肺気腫と診

断ＨＯＴ導入される. Ｈ１４.2月頃より発熱出現し当科入院となる．

胸部にﾄｹづ,ＣＴ上両肺野に則力づｽ 状陰性を認めた．【症例2】49

歳男性． 銀行員,喫煙歴あり，家屋木造築10 年加湿器使用歴なし

平成13 年11 月末頃より発熱を繰り返し, 平成14 年1月中旬近医で

胸部ﾚﾝﾄｹづ上異常影指摘され当科受診,ＣＴにてび慢性ｽﾘ ｶﾞﾗｽ状陰

影を認め入院となる．【症例3】39 歳女性．主婦, 喫煙歴なし, 加

湿器使用歴なし.H13.10 月薬剤性間質性肺炎診断にてｽﾃﾛｲ ﾄﾞ内

服加療中であったが,Ｈ１４年1 月 築30 年家屋に転居後より労作時

呼吸困難,ｽﾘ ｶﾞﾗｽ状陰影の増悪を認め当科入院となる.

3症例とも血清ＫＬ-6値上昇,ＢＡＬではリンパ球の増加を認め，

症 例1はＴＢＬＢで，また症例2,3 はＴＢＬＢで診断が確定せずＶＡＴＳ

を施行し過敏性肺臓炎(ＨＰ)を示唆する所見を得た．原因抗原の特

定を行ったところ症例1では血清抗ﾄﾘ]ｽ ﾎﾟﾛﾝ抗体ｾﾛﾀｲｱ ２(ｱ北)８

倍であった．自宅浴室脱衣所内の壁に真菌を多数認めまた加湿器

内にも真菌を認めた．加湿器吸入試験や環境誘発試験は陰性であ

り原因は同定されなかった．症例2,3 は詳細な問診や環境調査，

環境誘発試験を行うも明らかな原因は特定出来なかった.3 症例

とも冬期に発症したが,加湿器肺や鳥飼病，農夫肺などは否定的

で,環境及び職業からも明らかな原因は推定されなかった．
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2４時 間風呂による皮膚非定型抗 酸菌症( Ｍｇ 涌おla71j/77　yZ,片岫a7)

の１例

○花井 博､鈴木 啓之(日本大学皮膚科)､鈴木 安広(葛飾区)

[症 例]76 歳 男 性

[既 往 歴] 特 記 す べきことなし

[ 現 病 歴] 平 成12 年 ４ 月 に 自 宅を 新 築した際 に､24 時 間 風 呂 を設 置した。平 成12

年11 月 頃 より下 肢 にそう岸 を伴う紅 色 丘疹 が出 現し､ 近 医 を受 診したが 、次 第 に 体

幹 、上 肢 にも拡 大した。そう舜 も増 強したた め、平 成13 年 ４月II 日 当 科 紹介 受 診

となる。

[現 症] 体 幹 、四 肢 に紅 色 丘 疹 が 多 発し、強 いそう蝉 あり。下 肢 で は 一 部 が色 素 沈

着 を伴 ってい る。Ｍ 肥り加d6 ｙ71j/77属 菌 による非 定 型 抗 酸 菌 症 を 疑い 皮 膚 、風 呂 の

水 、風 呂 の 汚 泥 を培 養 す るととも に､24 時 間 風 呂の 使 用 を中 止し､ シ ヤワー 浴 の み

とした。抗 アレル ギ ー 剤 内 服 とステロイド 軟膏 外 用に て治 療 を開 始した。

[結 果] 風 呂 の濾 過 沈 殿 物 から 何肥岫ｇr 印‘凹･ 后/加 加z77が 検 出され た。皮 膚､ 風

呂 の 水 、風 呂 のフィルター 汚 泥 からは､ ル匁; 必x雌 ｅ盾ﾉ/7， ａ所//77お よび 加ｇ咄ｅ加 属

菌 は 検 出 され なかっ た。シ ヤワー 浴 の み の継 続と前 述 の 治 療 にて 、皮 疹 は 治 癒し

た。

[ 考 按]24 時 間 風 呂 の使 用 による ル駈; 必ａｃ心 血77　a 沁/77　comple ｘ( ＭＡＣ) 症 や

Ｌｅｇｊｏｎｅｈ 感 染 症 はよく知られ ているが、自 験 例 は μ回りゐｇ Ｘｅ加777　 后/仙 ん 副 こよ

る発 疹 と考 えられ る。検 査 す る菌 種 につ い ても、これ まで 以 上 の 菌 種を 検 索 す る必

要 があると思 われ る。
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職業・環境アレルギー誌　10（1）2002

ヒスタグロビン療法が有効であったコリン性葦麻疹の１例

○ 渡這直人、山口文平、福田　健（狸協医科大学　呼吸器・アレルギー内科）

我々は数年来 の慢性奪麻 疹患 者をコリン性 疎麻疹 と診断 し、ヒスタグロピン（ＨＧ）

の治療により軽快した症 例を 経験した。［症例］ ２５歳 、女性o ［現病歴］Ｈ.6 年

頃より数力月に１度の程度で全身に募麻疹出現する ようにな り、そ の都度某病 院

受 診していた。奪麻 疹の出 現頻度が増し、Ｈ.11 年 ５月 頃より近医 に通院加療（内

服）していたが、薬 を止める と増悪し、Ｈ.12 年 ３ 月 ７ 日当科に精査入院 となっ

た。［検 査所見］白 血球5000/ μ1 中 好酸球 ４.6％。lgE 81U/m1 ．血漿 ヒ スタ

ミン0.25ng/m1 ． ＲＡＳＴ で、スギ ｃｌａss 4．［経過 ］アセ チルコリン（Ａｃｈ）によ る

皮内 テスト 施行し、10-7 倍 希釈液よ り注 射部 に葦麻 疹 様皮疹 認め られ た。 Ａｃｈ

吸入試験では闘値20000 μｇ/m1 以上であったが、検 査終了20 分後に全身 に源

麻疹出現し、血漿ヒ スタミ ン1. ６ｎｇ/m1 と上昇した。 また43 で の温水に ５ 分間

入浴し、その15 分後 に尊麻疹出現した。さ らにトレ ッド ミルによる Ｂrｕｓｅ 法で

12 分間負荷した30 分後 に掻限を伴う発 疹出現した。以 上より コリン性 募麻疹

と診断した。治療 として塩酸エ ピナスチン と併 用しな がら、ＨＧ を ２ 週間に １

回2V の割合で12 回施行し、その後は月 に １ 回継続 した。１ 年後 に再び同様 の

検 査を行 い、そ の効果 を判定 した。Ａｃｈ 皮内 テ スト では、10-6 倍 希釈液 より若

干 の発赤 認められ たが、10- ３倍希釈液 まで膨 疹は伴 わな かっ た。 また温熱 負荷

試 験では ４ 時 間後 に奪麻 疹出現したが 軽度であっ た。運 動負荷 試験では著 変は

認 められなかっ た。２年後 の再検結果では、Ａｃｈ 吸入試験で20000 ｕｇ/ml まで

吸入した が奪麻疹 出現は 認め られな かった。 温熱 負荷 試験 で も改善 を認 めた。

［考察］コリン性疎麻疹 にＨＧ は有効な治 療法であ るこ とが示唆さ れた。
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医学生における試験によるストレスと唾液分泌型lgA の変動

○大槻剛已l，友国晶子1，兵藤文則l，植木絢子1，辻田敏2，森本兼曇2

(1川崎医科大学衛生学，2大阪大学大学院医学研究科環境医学講座)

【 目 的 】 唾 液 中 の 分 泌 型 免 疫 グ ロ ブ リ ン Ａ （Ｓｅｃrｅtｏry ｌｍ ｍｕnoglob ｕlin A: S-lg A ）

は 精 神 的 ス ト レ ス の 指 標 と な る こ と が 報 告 さ れ て き て い る 。 本 研 究 で は ， 医

学 生 の 試 験 に 関 連 す る 精 神 的 ス ト レ ス とS-lg A の 関 連 を 検 討 し た 。 【 方 法 】

対 象 は ， 川 崎 医 科 大 学 ２ 年 生 の10 名 （14 名 の 初 期 登 録 で あ っ た が ， 検 体 採 取

不 良 が ４ 名 出 現 ） （男 ８ 名 ， 女 ２ 名 ， 平 均 年 齢20.7 ±0.8 歳 ）o 2000 年 ５ 月 ４ 日

よ り ７ 月13 日 ま で の 期 間 ， 毎 週 木 曜 日 に 起 床 時 ， 昼 食 前 ， 就 寝 時 にSali ｖｅttｅＴヽ‘

（Ｓａｆsted ，Ｇｅｒｍａｎy ） を 用 い て ２ 分 間 の 唾 液 を 採 取 ， 凍 結 保 存 後 に 解 凍 ， 遠 心 に

て 唾 液 を 回 収 し ，h ｕｍａｎ ｌｇ Ａ ＥＬＩＳＡ qｕａｎtitａtｉｏｎ ｋｉt （Ｂｅthyl Lab. ｌｎｃ･, ＴＸ ） に てS-

lgA 濃 度 を 測 定 す る と 共 に 全 容 量 よ りS, ｌｇ Ａ ｎｏｗ,rａtｅ （μg/ml ） を 算 出 し た 。

【結 果 】 従 来 の 報 告 通 り ， 日 内 変 動 は 起 床 時 に 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た も の の ，

各 個 人 で み る と ， こ の 日 内 変 動 の 傾 向 に 乏 し い 者 も 存 在 し た 。 ２ 回 の 非 定 時

試 験 と 検 討 期 間 終 了 直 前 の ２ 週 間 に 渡 る 一 学 期 末 試 験 期 間 と の 関 連 で は ， 試

験 直 前 な ら び に 期 間 中 に は 高 く な る 傾 向 と と も に ， 日 内 変 動 が く ず れ て 昼 食

前 に 高 く な る 傾 向 が 見 ら れ た 。 【考 察 】 今 回 の 検 討 は ， 唾 液 中 の 対 照 生 理 物 質

（ 例: Ｃｏrtis01 等 ） の 検 討 が 出 来 な か っ た 点 ， 学 生 の 試 験 に 対 す る 精 神 的 ス ト

レ ス を 客 観 的 に 評 価 す る こ と を 行 わ な か っ た 点 等 の 不 備 な 面 も あ っ た が ，S-lg

A を 週 単 位 の 期 間 で 継 続 採 取 し て 検 討 し た 報 告 は 少 な く ，S-lg A の 上 昇 傾 向

や 日 内 変 動 の 動 揺 は ， 学 校 ・ 職 場 で の 精 神 ス ト レ ス の 指 標 と し て 有 用 で あ る

可 能 性 が 示 唆 さ れ たo （ 尚 ， 本 研 究 は 川 崎 医 科 大 学2000 年 度 ２ 学 年 に お け る ＳＤＬ

（Self De ｖｅｌｏＰｅｄ Ｌｅａｍｉｎｇ） 授 業 の 一 環 と し て 行 わ れ た も の で あ る｡ ）
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日

八

こZＸ

笏 次 回 ご 案 内 圖

第34 回日本職業環境アレルギー学会総会

時:2003 年（平成15年）６月27日（金）28日（土）

場：栃木県総合文化センター（第１会議室）

〒320-0033　栃木県宇都宮市本町1-８

ＴＥＬ : 028-643-1000
会 長：　福　田 健（褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科教授）

事務局：褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科

〒321-0293　栃木県下都賀郡壬生町北小林880

TEL : 0282-86-5080　　FAX : 0282-87-2151

＊ 日本職業・環境アレルギー学会事務局＊

群馬大学医学部保健学科内

〒371-8514　 群馬県前橋市昭和町3-39-１５

ＴＥＬ＆ＦＡＸ : 027-220-8944

日

会

会

笏 関 連 学 会 謳

第 １１ 回 日 本 臨 床 環 境 医学 会

時:2002 年（平成14 年）７月５日（金）６日（土）

場：北海道大学交流館

長：真　野　行　生（北海道大学大学院医学研究科リハビリテーション医学教授）

事務局：北海道大学大学院医学研究科リハビリテーション医学

〒060-8638　 札幌市北区北15 西７

ＴＥＬ : 01 1-706-6066　　FAX : 01 1-706-6067

日

ふ

７刄

第 ９ 回 日 本 免 疫 毒 性 学 会

時:2002 年 （ 平 成14 年 ） ９ 月19 日 （ 木 ）20 日 （ 金 ）

場 ： グ ラ ン シ ッ プ　 ＧranShip （Shi ｚｕｏｋａ Ｃｏｎｖｅｎtｉｏｎ ＆ Ａrt Ｃｅｎtｅr）

〒422-8005　 静 岡 市 池 田79-4 （JR 東 静 岡 駅 前 ）

ＴＥＬ : 054-203-5713

会　長：荒　川　泰　昭

事務局：静岡県立大学食品栄養科学部公衆衛生学研究室内

大学院生活健康科学研究科生体衛生学研究室内

〒422-8526　静岡県静岡市谷田52-１

ＴＥＬ＆ＦＡＸ : 054,264-5563
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第33回日本職業・環境アレルギー学会開催にあたり、下記の企業からご支援を賜りまし

たことに厚くお礼申し上げます。

アベンテ イスファ ーマ株式 会社

エ ス エ ス 製 薬 株 式 会 社

化　 研　 生　 薬　 株　 式　 会　社

杏　 林　 製　 薬　 株　 式　 会　社

グラクソ・スミスクライン株式会社

三　　共　　 株　　 式　　 会　　社

第　 一　 製　 薬　 株　 式　 会　社

大　日　本　製　薬　株　式　会　社

田　辺　 製　 薬　 株　 式　 会　社

日　研　 化　 学　 株　 式　 会　社

日　本　 新　 薬　 株　 式　 会　社

バ イ エ ル 薬 品 株 式 会 社

藤 沢 薬 品 工 業 株 式 会 社

三 菱 ウェ ル フ ァ ーマ 株 式 会社

持　 田　 製　薬　 株　 式　 会　社

会長 池 滓 善　郎

エ　 ー　 ザ　 イ　 株　 式　 会　 社

大　 塚　 製　 薬　 株　 式　 会　 社

キ ッ セ イ 薬 品 工 業 株 式 会 社

協 和 発 酵 工 業 株 式 会 社

佐　 藤　 製　 薬　 株　 式　 会　 社

塩　野　義　 製　薬　株　式　 会　社

大　 正　 製　 薬　 株　 式　 会　 社

大 鵬 薬 品 工 業 株 式 会 社

東 レ メ デ ィ カ ル 株 式 会 社

日 本 オ ル ガ ノ ン 株 式 会 社

日本ベーリンガーイングルハイム株 式 会社

フ ァ イ ザ ー 製 薬 株 式 会 社

ポ ー ラ 化 成 工 業 株 式 会 社

明　 治　 製　 菓　 株　 式　 会　 社

山　之　内　 製　薬　 株　式　 会　社

(平成14 年5 月30 日現在　50音順)
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